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第9 章　 ア ルベ ッド・グループ

一 づレクセンブルクを中心とした典型的西欧重上業コンツェルンー

はじめ に

西欧経済は1950年代にめざましい発展の道をたどり始めた。1952年には欧州

石炭鉄鋼共同体が成ダしたが,   1958年初頭になると，欧朴|経済共同体が発足し

た。叫欧の経済統介運動はここにさらに‥・歩巨歩を進めたのである。第2 次世

界人我後の欽μ経済には地域的統介運動の機運が大きく盛り上ってきているが，

これは新しい時代の要請に沿った必然的ななりゆきであり, 西欧諸国はこの運

動の先頭をきって経済統合の成果をあげつつある。

経済共同体の発足によって，人陸6 力国はシューマン共同体の石炭・鉄鋼に

限定された部分的な経済統介から進んで. 令経済的統合の実現に努力すること

になった
い

㈲時にこの経済共ト＼体の形成が, 西欧諸国の通貨の自由化を促進し，

ここに急速に広人な白山巾場を現出させた。

これら　う山の措置は，フランスや英国のような弱体な経済国家にとっては確

かに□険的なものであったが. 各川の熱心な経済建て直し政策とともに　国際

同の緊密な協働政策がとられるようになったことは. 米川の強力な援助政策と

も相まって叫欧にその後の忽速な経済発展をもたらした。

これらの措置によって西欧諦国の巾場は人きく自由化され，国際取引が活発

化し，資令の流通が円滑になり，四欧経済の発艇に強い刺激が与えられた。し

かし反面，国際競争が激化し，削p]は近代化および今理化運動を強力に展開す
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ることになる。したがって人企業間の紹介，
 I ]

川等心編成が急速に進行するよ

うになると考えられた。このことは国内のみならず,  四欧の自山化された人巾

場を舞台にして広く国際的に行われ，その紹米国際的資本集団のいっそうの強

大化をもたらすことが 斤想された。

すでに西欧彰]・-業界にはいくつかの国際的なけ 人コンツェルンが，そのiと配

網をはりめぐらしていた（【町欧を中心とした㈲簾的屯】し衷コンツ。!ルンの支配

網については，拙稿「四欧国際重工業コンツェルンの発展J ''-政経月誌丿 第A7，48

号，参照卜 そして四欧の経済続合運動の推進ノ}の 一つは，これら人:Jンツ

ェルンによる国際的な資本交流の事実であったということができる。

こうした国際的大コンツェルンの顕咎な例として，筆者はすでにフツンスの

人重工業コンツェルンたるド・ヴァンデルおよびこれと双璧をなすシュナイ

ダー・グループをとり上げて検討してきた，このシュナイダー・クルー－プと密

接な関係を持つ ルクセンブルクのアルベッドレ ΛKBF（D) コンツェルンもまた，

西欧きっての巨大な国際的コンツェルンである。ルクセンブルクのような小川

にこうした世界的な大コンツェルンが存在することは, ちょっとむ妙に思われ

るかもしれない。だが実際はアルペッドにはフランス，ベルギー一等のl l:人な外

因金融資本がいくつも人きく参加しているのであり，そしてアルベッド自身，

フランス，ベルギー，西独，南北アメリカ等に広汎な資本的参'}-を行丿ている

すなわちアルペッドは西欧の国際的資本支配網の ーつの弔v変な結び目となって

いるという点で特別の興味ある存在である。

第1 節　 アルベッドの歴史的発展

ルクセンブルクの製鉄業は地元の鉄鉱石を使川し，木炭を燃料とL て古くか

ら活動しており，10世紀ごろにはライン地万にも輸出をしていた。I 7 111;紀初め

ごろから，鉄の需要増人に伴い，水力を利川した人 に場が建設されるようにな

り，熔鉱炉で造った銑鉄を低炉で精錬して錬鉄としていた，しかし,   19 ill;紀初
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頭には な お ル ク七 ンブ ル タの 製 鉄 所 数は わず か10 で, 11 基 の 木炭 高炉 と8 つ の

精錬 所 があ っ た だけ で あ る 。 そ の 後 ル ク七 ン ブ ル クの 製 鉄 業 は先 進 工業 国 ， と

くに 災国 との 競 争 に敗 れて 実退 し.   19世 紀 中 ご ろ まで は 設 備 お よ び 製法 に何 ら

の進歩 も み ら れず ， 沈 滞 し て い たト

・レク七 ンブ ル クの 鉄 鋼 業が 叫 び 発 展 を 開 始 し た の は,   1840年 代 に国 の 南 部 に

ミ ネット の 人鉱床 が 発 見 さ れて か ら で あ る ， そ れ まで は も っ と 高品 位 の 冲 積鉱

石が使川 さ れて い た 。こ の ミネ ット を コ ー ク スを もっ て 精 錬 す る よ う に なっ て

からは ひ じ ょ う に 低廉 な 費 川 で パド ル用 銑 鉄 が 生 産 さ れ る よ う に な り,   1859年

から62 年 に かけ て 鉄 道 の 幹 線 が 完 成 し て の ち は い っ そ う 有 利 に こ の新 鉱石 資 源

を活川 で き る よう に なっ た

後に ア ルベ ッ ド に 合流 し た諸 会社 が 初 め て 現 わ れ。 ル クセ ンブ ル ク鉄 鋼 業 の

発展に 収変 な 役割 を演 じる よう にな っ た の は こ の 時 か ら であ る。 こ の 鉱床 の 重

安な採据 権 を 殼 初 に獲 俳 し たの は, 初期 の 先 駆 的 な 製 鉄 企 業 の ー-つ で あ るエ ッ

シュ(I'ich) の オー ギ ュ スト ・ メッ ツ 社(Soci φtトAugusle Metz &  Cie) で あ っ

た(1837 年 印)設)
い

こ れ が 後 年 の ア ル ベ ッ ド の 中 核 と なっ た 会 社 で あ る 。 同 社

はエ ッシ ュ 付 近 に ミ ネット の 人ミ鉱 床 を所 有し,   1848年 か ら50 年 に かけ て 初 めて

こ の鉄 鉱 行を熔 鉱炉 に使 川 し た。 1858年 に は コ ー ク ス専 肝 高 炉 を 建 設 し た。 こ

の 会 社 は の ち に エ ッ シ ュ 製 鉄 合 資 会 社(Soci(tO  en Comiiiendile des Forgesd'Ki(h)

と な っ た几

I8ri5年 のベ ッ 七マ う 大の 発明 で ， 燐 分 の 多い 銑 鉄 を 生 産 す る ル ク セ ンブ ル ク

製鉄 茫は ・11.困̂ 却 な 事態 に陥 っ たが,   1879年の ト ーマ ス製 鋼 法 の 発明 に よっ て

叫び 発展 へ の 道 を た ど り始 め た。 こ の ト ーマ ス法 の 使 川 許 旺を 大 陸で 初 め て得

だのは こ のエ ッ シ ュ 社で あヽ る　(1879 年4 月21 川)。

1882 年 に エ ッ シュ 社 は， の ら の ア ル ペ ッ ド 社 長， ガ スト ン ・ バ ル バ ン ソ ン((ast

。n Bai・bauson) 氏 の 祖 父 にあ た る 人 物 と 共同 で ト ー マ ス法 の 作 業 を 目 的

とし てデ ュデ ラ ン ジ ュ 製 鉄 会 社(Societ φde l卜ine de Dudelange) と い う 新 会

社を設 し し， デ ュ デ ラ ン ジ ュ 裂鋼 所 を住 設 し た 。 こ の 製 鋼 所 は 熔 鉱炉 ， 塩 基性

紅炉 工場 お よ び吋ミ延 工場 を 有す る ル クセ ンブ ル ク最 初の 完 全 な総 今 一貫 工 場 で
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図9-1　 ルクセンブルク鉄鋼 工場所在図
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年)，ディフェルダンジュ(Differdange 製鋼所,   1896年丿 等がある，これら,諸

企業の中でもデュデランジュ製鋼所は常に業界をリードする,シl場に,ンい ていた。

同製鋼所はディフェルダンジュ製鋼所とともに1900年に初めてガス動ノバ;場を

設置した，これは当時としては実に人胆な企画であったが，その後の裂鉄条の

技術的発展に大いに貢献した。 またこのl 製鋼所はルクセンゾルクド ガス渋浄

法をも採り入れた几

20世紀初頭のデュデランジュ製鋼所の状態について，1902 年に同国を訪問し

た英国鉄鋼連盟会員の視察団の報告は大要次のように述べている。

「この会社はルクセンブルクおよびロレーヌド2,200 エーカーの鉄鉱山をも

っている，1 日約1 ,900トンの ミネットがi:場から1   マイル以内のところで

採掘される，これは鉄道で炉に運ばれる，コークスはもっぱらド イツから輸

入される，現在高炉5 基が稼働しており,    6番目が再建されたところで，ま

もなく火入れされる,はずだ。この巾4 基は目楽日0  1ヽン,   1基は㈲ト170 ト

ンである，
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銑 鉄 は 令 部 ベ ッ セマ ー銑 で ， 隣 接 の ベ ッセ マ ー工 場 で鋼 に な る， 転 炉 は6

基で,   lO～lS ト ン の 能 ノJで あ る 。

ブ ルー ミン グ ミル は1 、000馬 力 の エ ン ジ ン で動 き， 日(f:600ト ンで あ る ， 大

型 梁材 ・ レ ー ル ミル は3.500 馬 力 エ ン ジ ン で4 ス タ ン ドで あ るト 」

なお1901 年 当 時 の ル クセ ン ブ ル クの 鉄 鉱 石生 産は445 万5.000 ト ン,   28基 の高

炉中 稼 働 し て い る も の25 基 で， 銑 鉄 生 産 は91 万6,404 ト ン で あ っ た卜っ デ’ユ デ

ラン ジュ の 銑 鉄 生 産 は ル クセ ンブ ル ク全 体の 約20 ％ とい う 大 きな 割 合 を占 め て

いた わけ で あ る,。

19111;紀 末か ら20111;紀 の は じ め に かけ て, 耽 界鉄 鋼 業 の 発展 は 実 に め ざ まし か

っし とく に 勃 興 し つつ あ る ド イツ の拡 大 ぶ りは す ば ら し く， また フ ラ ン ス や

ベ ルギ ー一等 の 隣 接 諸 国 も そ の 生 産 力 を 着 々 と増 人 させ て い た 。 こ の 時 期 は また

企泉合ト]と 集中 の 急 速 に 進 む と き で もあ っ た。 こ の よう な外 国 の 重 工 業 の 圧 迫

に対抗 して ， ル クセ ンブ ル ク鉄 鋼 業 に も, 独 立 を維 持 す る ため の 大 規 模 な 企 業

介" ］が 行 わ れ た。 す な わ ち1911 年 の デ ュ デ ラ ン ジ ュ 製 鉄 株 式 会 社 （SocieteAll.

 iivme (k's Hants [■( uriu'auχ et ドorKes de Dudelange) を 中
心 と し た エ ッ シ

コ。製鉄 合貴 会 桂(Socirt 匹n  coiiimandile d厄Forges d ’Eich) お よ び ル クセ ン ブ

ル ク 鉱 山 ・ ザ ー ル ゾ リュ ッ ク 製 鉄 株 式 会 社(Soci かtひanonvmc des Mines duLuxi'n

山0川・匹 ヽtド田・KCS cie Saarebnick） の 合同 で あ る。1882 年 創 立 の デ ュ デ ラ

ンジュ が もっ と も 新 し く， 一番 古 い の はエ ッ シ ュで!847 年 の 創」立 で あ る 。 新 会

什は^, 称 を ア ルペ ッ ド （ΛRB □ ）,Λcieries Rt'unies de Ihirbach-Eich-Dudelange,s.

Λ。） と し た
い

こ こ に の ち の 国 際 的 け 人コ ン ツ ェ ルン た る ア ル ベ ッ ドが 誕 生

したの であ る。 こ の 介川 は デ ュ デ ラ ン ジ ュ の 卯」え に 参 加 し た バ ルバ ン ソ ン家 の

ガ スト ン ・ バ ル バ ン ソ ン 困aslon Bai ・banson, の ち に ア ル ベ ッ ド の 社 長 に な

る）と 人 陸 粗 鋼 カ ル テ ルの 発 起 者で そ の 初代 会 長 と な っ たエ ミー ル ・マ イ リッ

シュ （iCmile Mayi・isch) との 協 力 に よ っ て で き た。 こ の 合同 は3 社 の 問 に 発展

して きた 共 川 の 利 害お よ び 人的 結 介に より 望 ましい も の と さ れ た㈹

介ド］が 行 わ れ た時 ， エ ッ シュ 社は エ ッ シュ に 高 炉4 基 を 有 す る 工場 （ 半 分は

ル クセ ンブ ル ク鉱 山 ・ ザ ー ルブ リュ ッ ク 製鉄 会 社 に よ っ て 所 有 さ れ てい た）.
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ドメルダンジュに高炉3 基，電気炉3 基，圧延機1 台を持つ|".場を所右してい

た，ザールブリュック社は高炉8 基，製m 工場および圧延V.場をザールブリュ

ックの近くのブルバッハ(Burbachj　 に持っていた,。,テ≒!。デランジュ什は鳥炉6

基，製m 工場，圧延j:場を持っていた几

1913年現在，ルクセンブルクには八9  －1のような鉄鋼会社があったが，こ

れで見てもアルベッドがずば抜けて人規模であったことがわかる。

第！次世界大戦は，ルクセンブルク鉄鋼栗に りく変革をもたらした。ルクセ

ンブルクは］842年からドイツと関税同盟を結び，経済的に密接な関係にあった

トーマス製鋼法が発明されてからは，鉄鋼業においてはとくにliiij|k;|の関係が緊

冨化した。けだしルクセンブルクはれ炭を産出しないので，ルールの炭田と辿

結することが必・要だったからである。そのため第1  -大人戦までルクセンブルク

の鉄鋼会社の大部分はドイツ資本によって支配されていた，



しかし第1 次人戦にドイツが敗北し

たため・レク七ンブルケとの関税同盟は

破れて，両国の経済的連結が失われ。

またフランス資本の強い圧迫があって

ルク七ンブルクのドイツ資本は後退せ

ざるをえなくなった。かくて1919年に

はゲルゼンキルヘンはフランス，ベル

ギー， ルクセンブルク資本（アルベッ

ド，シュナ イダー，ド・ ヴァンデ ル
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等） の 支 配 ド に 入っ て， テ ー ル り レー ジ ュ 製 鉄 会 社(Societe MetallurgiqueTerres RouRes)

お よ び テ ー ル・ ルー ジュ 鉱 山(Miniere des Terres Rouges) と

なり,   1920年 に は ド イッチ ・ ル ク セ ンブ ル クか ら は フ ラ ン ス， ベ ル ギ ー， ル ク

センブ ル ク 介資( ジ ョ ン ・ コ ッ クリ ルJohn Cc
 ckerillお

よ び マ リ ヌ ・エ ・ サ ン

＝テチ エ ン ヌ 製 鋼Acieries do la Marine  et Saint-Elienne) の デ イフ ェ ル ダ ン ジ

ュ・ サ ン=  7' ン グ ベ ー ル こリ ュ メ ラ ン ジ ュ 鉄 鋼 株 式 会 社(S.  A.  des HautsI'nu

自匹aux et ΛciφΓics Ci(> ）ifferilange-St.   Ingbert-Runielange・－ ア デ イー ルllailii

・） が 卯」設 さ れ た。 シ ュ タ イ ン フ ォ ル ト は フ ラ ン ス の 会 社 （SocieteMola

油i図（即' d丿 口oire 丿:iris) に 買 収 さ れ た が ， そ の 後 ベ ル ギ ー の オ ラ ン

ダ・ベ ルギ ー・ マ ーX ト リ ヒ ト社 （Societe HoUando-belge de Maastricht) とい

うコ ー ク ス 会社 お よ び ア ン グ ラ ー ル・ アチ ュ ＝グ リ ー ヴ ニェ 製鋼 株式 会 社(S.

Λ。（cs Λ（iei-ics d'AiiKlc田・（t d'Athus ・(Irievfgnee） と 密接 な 関 係 を結 ん だ㈹ こ

のア ン グラ ー ル社 は 第2 次 人 幟 後 コ ッ クリ ル に 今併 され ， シ ュ タ イン フ ォル ト

はコ ッ クリ ル・ ウ ー グレ のJ'- 々社 回 様 に なっ た。

ア ルベ ット は192 鴎 八こテ ー ル・ ル ー ジュ 製鉄 会社 を 介併 し た 。 同 社 は1926 年

にド イ ツに 合同 製 鋼 が 出 現 し てか ら は， こ れ に次 い で 欧 州 第2 の 鉄 鋼 会 社 と な

った。 同 仕の 生 産 の 発 展 は 表9 －2 の とお り で あ る。

旧テ ー ル ペレー ジュ 礼 の ル クセ ン ブ ル ク所 在 の 工 場 は ベ ル ヴ ァ ル （Belval）

およ びエ ッシ ュ の2 工 場 であ り， 高炉 日 基， ト ーマ ス工 場 ！, 分 塊 工 場2, 圧
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表9 －3 アルベッドの鉄鉱山および

炭坑所有
-

ルク七ンブ ルク

ロレ ー-ヌ

ペ ルギー-

ド イツ

1.21,1   しヘ ク ター ル16,728

311

2,788

;!■,■)「:A  lire・(1 Mi,ro,、,  /■ ri!
・。1M9 ，p】

］

延i; 場l が あ る　 エ ッ ジ.1.r.場 は 鉄 鉱山

も所 有し て い る　 また ド イツ に は ア ーヘ

ン （ΛachiMi) に ロ ー テ ・ エ ル デ(RolfKrde

）1'.場 が あ り.   ＼i鋼, II ミ延 に場 お

よび 厖 人な 掲 炭 の 資 源 を 持 っ て い るりト

こ の 合併 に より ， ア ルベ ッド の 所 イJす

る 鉱 山 は さら に 国 際 的 に 拡 人し た　 鉄 鉱

石の生産は1918～19年に158万トン.   1924～25年には292万トンであった

第1 次大戦後ルクセンブルクはベルギーと結びついて関税同ほを形成しだ

しかしアルペッドは昔からのドイツとの関係も囚く維持し，ドイツ領内に石炭

資源を支配しつづけていたし，鉄鋼加工部門をも確保していた，中でもφミ要な

支配はエシュヴァイラー鉱山連合（・Eschweiler 如Kwerks Λ’c山n,l'^Bい で，1927

～28年の出炭は372万トン，銑鉄生産は3 万3,000トンであった　 またワエ

ルテン・ウ ント・ギョー ム・カ ルルスヴェ ルク社(I'el ten und Guilli-a田lU'Carlswerk

A. G., Koln-Molheim) は欧州きっての重要な線材i 万場であI), これ

らの支配を通じてアルベッドはドイツの鉄および非鉄令属業とも深く結びつい

ていた．

同時にベルギーやフランスとの関係も極めて根づよいものがある，ベルギー

ではフランダースのクロントリ・エ・トレフ イルリ{Cl(
 nt巾i'S (ぐPrefilげil'S,

ベルギーの有力な線材工場）やリュアンHミ延ボルト社{I>amin()irs t・t Houlon・neries

du Ruanj 等に参加しており，またウーグレ・マリエと鉄回してザファ

ク社（Safak s. A.）等多くのf 会社をつくっている，マイリッシュ社長が1928

年に死去してのち，ベルギーの夫金融資本ソシエテ・ジ.1.ネラル・ド・ ベル

ジークがアルベッドの株式25万株のうち4 万fi, 000抹を支配し，強力に侵人し

てくるようになったが，こうした両国資本の結びつきにはすでに以前から川実

的土合ができていたのである．

フランス資本もまたテール・ルージュ製鉄介併の際に心接アルペッドに参加

している，また1919年にl日ゲルゼンキルヘンのi;.場からテール・ルージュ製鉄
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と同時に没 丿ヽされたテール・ルージュ鉱山には，シュナイダー等とともにアル

ベッドも参ソしている　このテール・ルージュ鉱山はオープリブ・ヴィルリ

ュー製鉄に参り七 ているが，アルペッド自身もこの会社には強い支配的関係を

もっている

こうして第i 次人戦後にアルペッドは雄人な国際的重工業コンツェルンの性

桁をはっきりと現わしてきたのである。

几宋，ルクセンブルク鉄鋼業は輸出に依存すること大きく，アルベッドも輸

出促進のためt";界各地に支店を設けることに努めへ　また外国との資本的関係

を通じて版路の確保に努力しか。そして1926年にはアルベッドが斡旋役をつと

めて，独，仏，ザール，ルクセンブルク鉄鋼業の間に大陸粗鋼カルテルを組織

させた。アルベッド社長マイリッシュの熱心な努力がなかったらこの粗鋼カル

テルは成,丿しなかったろうとまでd われているが，アルベッドが大陸諸国の鉄

鋼業の統介に熱心だったのは，地理的にい]人な独仏両国にはさまれて，両方か

ら圧迫を受けるというルクセンブルク鉄鋼業の困難な状態を打開するためばか

りでなく,  ㈲県巾場の安定と拡人とに特別の関心を持つたからである。アルペ

ッドが資本的に独仏の中問的々.場を紺持していたこと，さらにア・レペッドがそ

れ自身人陸諸国に岡際的な資本連鎖網を持っていたことが，大陸の鉄鋼業を緊

蜜に結びっけるI-.でひじょうに効米があったと考えられる。第2 次大戦後の欧

州統合運動でもルクセンブルクが重要な推進者として活躍しているのは，やは

りルク七ンブルクの心土業が国際的に広汎な利害関係を持ってお1), いわば資

本的にはすでに㈲祭的な　つ の人きな統今体を形成しているという性格が，こ

の運動の強い裏づけとなっているからであると考えられる。

い　Ir 皿and  C 皿ドTn 心h'l'vifw. 21 SvnL.1934. 「 ル クセ ンブ ル グ製 鉄 業 の 沿 吊:」。

2)     Iron卜aiul Cod ドTraiU りieviruい5  June 1958.   Mart-el  cl Guy Sleffes.   l.i's Indusii・iesM

沁柚rc el .S'tV/雨H 小叩 四di< Iai,,・。/。。i; an  fi/ties a。ne,s. 1962. pp. 42-43.

3)Sk'ffs,  0/いJ ・. PI)。44. 72－74. Iron and  Coal Trade叩 用nr,  21 Sept 1934.

'1)The  Journal ・川'roll and Steel Ii出itutcバ902.  II、p. 353.

5)     /ln/.丿.  -17.
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表9 －4　 ア ル ベ ッ ド の 粗 鋼 生 産

・甲剪:  r一卜し

�1955年 �匹f)年

ルクセンブ ルク

ザー ル �1

 g卵7

抑 �2.1)57S2

今　　計 �2.695 �2.897

,'ti所:Ccml;<u-},al,r  i::s,・nりan<l,l・.M,i  lUnV

6)    Sii・fft'S.   ，)/>.   I・・/・.pp.  72 71. ガ ス ト ン ・ バ ル

バ ル ソ ン とJ ・，ト づ レ ・ マ イ リ ッ ン ユ に 勺 い

て は ， 回,・□（凪11)91'! 参 照

D　Iron 卜and  Coal Tra ふ・心'}・il-U・. fi J川lr 19  ら8

8 ） 沢 吋 宏 叩し岑 削 り の 製 鉄l. だ け 回 年 ，15:^-is:

順 ＼

則　Alfrt ヽd　Marc 一卜　l)h-　(iross, ・i，/.is,u  nnii

Metallkonzeme. 1929. pp.ト10. お よび沢村前掲書.   150. 15:^l'i

10） ア ルベ ッドは 世界 各国 に販売 支店を持っ てい た． にS.  Tariff Coinmissiiin. Ironand

 Steel. 1938, p. 178.

第2 節　第2 次世界大戦後のアルベッド

アルベッドは第2 次大戦後の困難の多い年を乗りきって，急速に発展した1956

年現在その粗鋼生産は300万トン近くに増人した（i'びト り ，

これは西欧の鉄鋼会社の中でも最人の生産ぱである., I9r5(i年のルクセンブル

クの全粗鋼生産は345 万トンであるから，アルベッドはその90 ％近くを占める

わけであり，アルベッドがルクセンブルク経済においていかに収要な地位にあ

るかが理解できる。

従業員は2 万5,000人，資本金は30億ベルギーフランである,,   I'JfiG年現化

このほかに法定積立金が1 億2,000万フラン以上ある，

アルベッドぱ発展のために償却および投資に人きな努力を払っており,   旧6

年には償却は10億フラン台に上った。近代化投資基金は38億フランで，資本公

よりも多くなっている≒

U　Conlinenlaler Ei・sen仇andel. Mai  1957.

アルベッドの現状 について 詳しくは英|刈鉄鋼 連盟会員のベ ルギー ル'/センゾ

ルク鉄鋼 業視察報 片（iron and coal Trade Review, 6 Jun丿958.) 参川 ，
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・A-I o節　 アルペッドに参与する国際金融資本

巾　 バ ル バ ン ソン 家

ア ルペ ッド の 創 ぺ。行バ ルバ ン ソ ン 家 は,   1955年 にお い て も まだ ア ルベ ッ ド の

令株式 の 】5な い し20 ％ を 支配 し て お り， そ の 代 表 者 と し て 一 族 か ら ア ド リ ア

ン・バ ル バ ン ソ ン （Λdrien Barbansoii ） が 重 役 に な っ てい るト。

巴　 ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ル・ ド ・ ベ ルン 一 ク

介株式 の 約16 ％は ベ ルギ ーの も っ と も 有 力 な 大 金 融 会 社， ソ シエ テ ・ ジ ェ ネ

ラル・ ド・ ベ ル ジ ー クのB こあ る 。19 世 紀 初頭 のベ ル ギ ー資 本主 義 勃 興 の 時 に ，_1

ミ室と民 間 銀 行 家 の 協 力 に よ っ て 創 立 さ れ て以 来， こ の 会社 は 本国 と植 民 地 に

またが るベ ルギ ー経 済 の 代 裏 的巨 人総 合 コ ン ツ ェ ル ン に 発 展 し たの で あ る 。 現

佃で は 銀行 ， 保 険 ， 鉄 道 ， 鉱 山， 精 油， 製 鋼， 公共 事業 ， 化 学, 繊 維 ， 兵 器 産

叉， 木材， ダ イヤ モ ンド お よ び そ の 他 の 諸 企業 の巨 大 な 集 合 体で あ る 。

こ の ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ルの 支配 す る 事 業 は 人 体 にお い て ベ ル ギ ー とコ ンゴ

に集中 さ れて い る が ， 第2 次 人 戦 後 に は カ ナ ダ に も重 要 な投 資 を し て い る呪

ベ ル ギ ー にお け る ヤな 丈配 をあ げ る と， 鉄鋼 業 にお い て は 主 な る 持 株は コ ッ

クリ ル・ ウ ー－グレ （Corkerill O
収r心. ベ ル ギ ー 最 人 の メ ー カ ー で1957 年 の 粗

鋼生 産 は200  Jjト ン以 川 で あ る 。 ま たプ ロ ヴ ィ ダン ス 製 鉄(F'orges et Fon-clerics

 cle la Pr(  viclen（e, ベ ルギ ー ・ フ ラ ン ス に ま た が る 大 会社 ）， エ ノ ー ＝サ

ンブ ル(llainaut-Sar 川
）re), アデ ィー ル （lladir) 等 コ ッ ク リ ル・ ウ ー グレ 系 統

の諸 会 社， お よ び ヴ ィエ イユ ＝モ ン タ ー－ニ ユ(Vieille-Moiitagne ） 等 に も 参 与

してい る 。

金属 ・ 霜:機 関 係 で は ラ ・ ブ ル シ ョ リ ー ス・ エ ・ ニ ヴ ェ ル(La Bruget  ise etNivdU-s,

土 に 鉄 道 資 材), シ ャ ル ルロ ワ 電 機 製 作 所 （Λteliers de ConstructionsElectriques dc Chat

・leroi,    A. C. E. C ， 重 電 機 に 国 際 的 名 声 の あ る 会社 ） 等 の

持 株があ る 。 板 ガ ラ ス工 業 に も 関 係 し てお り， 第2 次 大 戦 後 は セ メン ト 練 瓦 合
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I""]   （Cinienlcries et Br ㈲leterii's Reunies, C. !i,K.) を 通 じ て セ メン ト 衷 界に も

進 出 し て い る。 こ の 会 社は ベ ル ギ ー 領コ ンゴ に 七 メン ト 公社 を 数 社， カ ナ ダに1

社 （Inland Cement, Λlberta) 設,丿し た 。

重 化 学 で は カ ル ボ シ ミッ ク(Carbochim ㈲1ぺ　 裂 紙 で は ベ ル ギ ー 製 紙

（Papeteries de BelgiqiiL"), 機 械 ・ 造 船 で は ベ ル ギ ー 造 船(CompaKnIc  Mai'iliiiicBeige)　

に参 リ し て い る 。

カ ナ ダ にお い て は モ ン ト リ オ ー ルの 持 株 会 社， ソ ジェ ミ ヌ 社(S(  恥mines.Ltd.

） を 通 じ て， カ ナ デ ィア ン ・ ペ ト ロ フ でナ(Canadian I 山ofina) を はじ め

多 数 の 会 社 の 株 を持 っ て い るし

ソ シエ テ ・ ジェ ネ ラ ルの 支配 す る 事 業 の 中 で お そ ら く も っ と も 人 規 模 な もの

は ベ ル ギ ー 領 コ ン ゴ の 開 発 で あ ろ う 。 同 社 は ユ ニ オ ン・ ミニェ ー ル ・デ ュ・

オー ・ カ タン ガ(Union Miniere du Haut Katan 只a)　を 通 じ て コ ン ゴで もっ と も

強い 支 配力 を 有 し てお り， コ ンゴ の 産 出 す る 莫 大 な富 を吸 収 し て い る　 なお ソ

シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ルお よ び コ ッ クリ ル・ ウ ー グレ ・ グル ー プ につ い て は次 ㈹ こ

おい て 詳 述 す る。

（3) コ ン ト ・ ド ・ロ ー ノワ ・ グ ル ープ

ア ル ベ ッ ド の 株 式 の 最 大 の 割 合 （約3 分 の 帽 が コ ン ト ・ ド ・ ロ ー ノリ

（Comte de Launoit)　 グ ル ー プ の 手 に あ る。　こ の ク ル ー－プ は ブ リ ュ フ イナ

（Brufina,  St｝de Bruxeiles pour la [・"i nance et rin（iistr面 お よ び ブ リ ュ ッ セ ル

銀 行 （Banque de Bruxelles ） を 通 じ て ア ル ペ ッ ド を 支配 し て い る。 こ の コ ン

ト ・ ド ・ロ ー ノ ワ ・ グ ル ープ も同 じ くベ ル ギ ー の 重 に業 コ ン ツ ェ ル ン:J ック

リ ル ・ ウ ー グ レ に 大 き な 関 係 を も っ て い る， こ う し て ア ル ベ ッ ド と コ ッ クリ

ル ・ ウ ー グ レ はベ ル ギ ーの 二 人 金 融 資 本 た る ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル お よ びコ ン

ト ・ ド ・ロ ー ノ ワ を通 じて 相 皿に 蜜 接 な 関 係 を 有 し てい た の であ る。

(41　シ ュ ナ イ ダ ー

さ ら に ア ルベ ッ ド に はフ ラ ン ス最 人の 国|;≫:<的・K に=裳コ ン ツ ェ ル ン た る シュ ナ

イダ ーが 重 要 な参 与 を行 っ て い るご 光来 シ ュ ナ イダ ー は テ ー ル ・ ル ー ジュ 製鉄

の 支 配 者で あ っ だの だが ， テ ー ル・ ルー ジ ュ が ア ル ペ ッ ド に 介併 さ れ た際， そ
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の支配権をアルベッドに譲渡して，その代わりにアルベッドの株をもつように

なった。，その持株比率は1950年代に10％から25 ％に増大している。アルペッド

の副 礼長 け シュ ナ イ ダー の代 表 者 シャル ル・ シュ ナ イ ダー(CharlesSchneidei

り である。

以1-のようにアルベッドにもっとも強力に参与しているのはソシエテ・ジェ

ネラル・ド・ベルジークおよびコント・ド・ローノワ・グループのベルギー系

資本であり，次いでフランスのシュナイダー・グループである。ルクセンブル

ク資本はもっとも弱い。，しかし戦後シュナイダーの支配力がかなり強化されて

きており，同礼をはじめとするフランスの諸会社の代表がこのトラストの理事

公と小務川のメンバーを構成レC いるといわれるト フランスのEcoi
旬mie etI'oti

・同
心誌の「フランスのトラスト特集号」はアルベッドをシュナイダーの支

配ドにあるとみなしていがい。

D　/l 。iul,lsblatl. 28 OklobtT iDsri.

2) ソ シエ テ ・ ジJ- ネ ラ ル・ ド ・ ベ ル ジー ク に つ い て はLiefmann.  仙々iliどungs-．./.

加`ua函,r,川μ （;t'Si'lls油atti'r. S.  127", I lam川shlati. 22, 23 Marz 1957. L'Eco, 四mie. 20I

）巾l9 叫Induslru ・{ ベ ル ギ ー に栗 達 附 小 組),　nov.  1956 よinies s. Allen.  Atomi・「h

呻・'nc山,s JM: ri, Stale M{ ≫wl<心 凹臼;i<- ふ 川. 1952. ア レ ンr 原爆 帝 国 主義丿 世 界経

済 研 究 所 訳, 2r)3-:≪)冒!, 川
川(:;UnlhtT ，!}is柚 山ヽnra.  1956. ガ ンサ ー 『ア フリ カ の

内 剔　II.   1-川 哲 訳.   183・・usぼ' ， 等 お よ び 本 方 第10 章 参照 ．

3』Si)ci('U' GiiU'rale d丿 列 ふ 昨 年ヽ 次 報 告 （Fxnancial  Times.  20 March 1958 八

判　 べ ・ エ ヌ・A  '―ス リ ンr 鉄 鋼 哀丿 占畑 ・泗 坪 共訳,   901'!,.

r>）/'.conomi,  iリ ＼)lii＼iin(＼ N(  ，5-6. 1954.  ）.210，

第4 節　 アルベ ッド・コンツェ ルンの ＼止界的支配網

アルベッドの支配「刈係は，炭坑，鉄山から加i:部門，さらに非鉄金属にまで

及んでおり，また国内および西欧大陸のみならず, 他界各地に広範囲に拡大し
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て い る。 そ の 主 な も の だけ につ い て ， ま ずフ ラ ン ス との 関 係 か ら にる と。

巾　 テ ー ル リ レー ジュ 鉱 山 株 式 会 社(S(  cii'te Mink'rt' cies Tc 口・c丿 州 尚s S 。A.)

もっ と も重 要 な 支配 会社 の　一つ で ， 几 は ド イツの ゲ ルゼ ン キ ルヘ ン鉱 山 会社

の ロ ーテ ・ エ ルデ の 工 場で あ っ た が,   1919年 に敗 戦の 結 果改 組 され.     フ う ン ス

の シ ュ ナ イ ダー と ド ・ ヴ ァ ンデ ル(33 ％ 支 配), お よ び ア ルペ ッド の 支配 に叫

し た もの であ る， そ の 後 ア ルベ ッ ド がこ の 会 社の 株式 ■l億 フ ラ ン ス ープ ラ ンの

大 き な部 分 を 所 有 す る よ う に なっ た,。従 業 貝 は2,000 人 で.   {-.と し て モ ー ゼ ル

の 鉄 鉱 石 資 源 の採 掘 を 行 っ てお り. 製鉄 工場 （年 産25 万 ト ン能 加 を 経営 して

い る ‰

(2)　フ ラ ン スの 鉄 鉱 山で は， さ ら に ベ ル ヴ ュ 鉱 山 株 式 会 社 （S.A.  ck-s MinesBellevue,

 Longwy ） お よ び エ ルヅ イル 株式 会 社(S.A.  cl'Krr）u、・illc, Pat・is） を 支

配 し て い る ， 後 者 は 第2 次 人 戦 前に は80 万 ト ン 前 後 を採 抽に て お り ， ド ・ ヴ・

ンデ ルが 参与 して い る 。

(3) ミ ッ シ ュ ヴ ィ ル社(Compa 印ie Michevilk い　と 共 同 で オー ブ リ ヴ ・ ヴ・f

ルリ ュ ー 製 鉄(S. Λ. MetallurKique d' Λubriv ヽs ct Vi ）】r叩O　 に 人,きく 投 資 して

い る 。 し か し こ の 会 社 の 株式 資 本 （6  億4 ,800万 フ ラ ン ス・ フ ラ ン） の 過 十 放

は フ ラ ン ス の ポ ン ＝タ こ ム ソ ン が 支 配 し て い る。 鉱 石3()万 ト ン， 鋳 物 銑12 万5,000

 ト ン を生 産 す る。

し かし ミ ッ シュ ヴ ィ ルと い っ て も ポ ン ＝タ こム ソ ン とい っ て も， 結 局 回 し シ

デ ロ ー ル(Sidelor) 団 に 属 す る 会 社 で あ る ， ロ ー ラ ン　㈲iira 山　 グ ル ープ

（中 心 会 社 は マ リ ヌ・ エ ・ サ ン ＝テ チ ェ ン ヌ 製 鋼 ） と カ ヴ ァ リ ェ （Cavalier)

グ ル ープ （ポ ン ＝タ ＝ムソ ン） と の 結 介 に よ っ て シ デロ ー ルけIがで き， ミッ シ

ュ ヅ イル， ポ ン ＝タ ＝ムソ ン， ロ ン バ が 合 同 し て シ デロ ー ル社 を印ト たの であ

る， こ の 時 ミ ッ シ ュ ヴ ィル は ロ ーラ ンと カ ヴ ァ リェ に よっ て 共同 し て 丈配 さ れ

る持 株 会社 と なり ， シデ ロ ール の ほ か に ， オー プ リ ヴ ・エ ・ ヴ ィルリ"'- ーお よ

び ル ク セ ンブ ル クの アデ ィ ー ルに も 大 きく 関 係 し てい る。 シ デロ ー ル団 は フ ラ

ン ス だ け で 少 な く と も 労 働 行5 万 人， 取 引 額750 億 フ ラ ン を 有 す る シ ュ ナ イ
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ダーやド ・ ヴ ァ ン デ ル と 肩 を 並 べ る 大 ト ラ ス トで あ るト

巾　 フ ラ ン ス内 で はi-.と し て 鉄 鉱 石資 源 をお さえ て い る が ， ベ ル ギ ー ・ ル ク

センブ ル クで は 加 に部 門 に投 石 し てい る ， その 中 主 な もの は ル ク七 ン ブ ル クの

鋼 建築 会 社， ポ ー ル ・ ヅ ユ ルト(S.  A. des Anciens Etablissements Paul Wurthj

であ る ， また 銑 加 に会 社 プ ロ デ ュ ラ ッ ク(Produrac ） は 資 本 金2 億 フ ラ ン， ガ

ンの 近 くの ヴ ィ シュ ラ ン(W'ichelen) に 工場 が あ る 。 そ の 他 ル クセ ンブ ル ク・

セ メント 杜 ぺ Λ. des Cinicnts Luxeml 。）urge()is）, エ ル シュ ト ラ ン・ エ ・ ゾ ルデ

炭坑 （S. A. Char ）onnagi's de ll山hlei'en et ZoldL't"， ベ ルギ ー， 年 出 炭100 万 ト

ン以 目　を 支配 し て い る 。，

1,5) コ リ ユ メ タ(Coliinu'ta.  Comploir  Mctallurgique des Luxemburgeoise)

令 ア ルベ ッ ド ・ グ ルー プ の 販売 会 社で ， 海 外 に もそ の 支配 会社 が あ る。

ド イツ にお け る 支配 閉 係 は ，電 機, 電 気 通信 会社 ， お よび 巨 大 な炭 坑 会 社 を

中心 と して い る 。

㈲　フJ'.ルテン・ウント・ギヨーム・カルルスヴェルク（ケルン

ハイム）

こ

｀
ユ ー ル

この公什は195-1 <自こは5 億マルクの売上げを持ったほどの欧州きっての電線，

電機の人会社である。従業i-i数は1 万9,000人で，非鉄金属加工工場も所有し，

アルベッドはこの会社を通じて，ドイツの鉄および非鉄金属工業と深く結びつ

いている。

フェルテン・ウント・ギヨームのf・会社の中でも異色のあるのはリブラル(Liblar)

   喝炭・煉炭会社で，第1 次人戦後o 億トンにのぽる巨大な石炭資源

を発見レC いる。またオーストリアその他外国にも多数の子会社をもっており，

外川のf・会什はすべてスイスのエルヅエル9  M; ㈲werta A.G.) を持株会社と

して管理している
い

(7) エシュヴァイラー鉱山辿介 匿B.  V.)

アーヘンの人炭坑で製鉄所も所有しており,   1955-年の売」。1高は3 億マルクを

越えている。従業員は2 万2.000 人である。アーヘ ン地区最大の炭坑 グループ

で，これを通じてアルベッドは同地区の出,炭量の60% 以上を支配している
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(1954 年 には444 万 ト ンレ 近 年 投 資 額 は 斡し く増 加 し てい る,    _r.ミーづレ・ マ イ

リ ッ シ ュ(Eniile Mayrisch) とい う 新堅 坑 が 開 設 さ れ て おI). コ ー ク ス に場 も

拡 大 し た卜

また ア ルベ ッ ド は こ の 時 期 に エ シュ ヴ ァ イラ ー を 通 じて ボ ッ フ ム(liochuni,

ル ー ル） の ロ ー ト リ ング ン(LothriiiKt-'riJ炭坑 を 獲 得 し た　 こ れ に よ,犬にC""'’・し・

ベ ッ ドの 石 炭 の 基礎 は 大 い に 強 化 され た ，

エ シ ュ ヴ ァ イ ラ ーに は さら に 年 産J5 万 ト ン の パ イプ1: 場 そ の 他 のりで延I ミ場が

あ る 。

ア ルペ ッド は 海 外 で は 次 の よう な 支 配 を 行っ てい る。

(8)　プ ル ミ エ ・ ワ イ ヤ ー 製 鋼 会 社 （F-'remiL'?' Wire & Steel C（.. Rapsladt 所

在 ） は 南 アフ リ カ の 線 加 工 会 社 だ が， ア ルベ ッ ド ・ グル ープ の 輸 出 に とっ て 承

要 な役 割 を 果 た し て い る ，

㈲　 南 米 に も多 数 の了一会社 を 持 っ て い る。 そ の う ち ア ルゼ ンチ ンで は 第l 次

大 戦 後 ブ エ ノ ス ア イ レ スの サ ン エマ ル タン 製 鉄 会 社(Socic （ad Λiioninia Tillleres Metal

 lurgicos San-Marlin, Tam 山　 に 参 与 し た， 平 炉 鋼 ， 鋳 物 ， 建 築 材 悴

を生 産 する 会社 で， ア ル ゼ ン チ ン 鉄 鋼 界 に 服要 な地 位 を占‘め て い る ，

ブ ラ ジ ル は 戦 後 盛 大 な 鉄 鋼 業 拡 張 計 画 を進 め て お り,    1954年 の 製 鋼 絹 よ目5

万 ト ンで あ る が ， こ の う ち約15 ％ が ア ルベ ッ ドの}'■会社 ベ ルゴ ＝ミ ネ イラ 鉄鋼

会社 （Companhia Siderurgica 列 印・Mineira s. Λj に 属 レ てい る ， こ の 会 社は

国 営 製 鉄 業 や そ の 他 の 大 規 模 な 鋳 物 工場 ， 合 金鉄r. 場 ， 発 匍:所 ， 線 材r. 場 等 に

参 与し ， 広 い 子 会 社 網 を も っ てい る，

以上述べたように，アルベッドには|町欧の代衣的なlA際的人コンツェルンの

支配の千が四方からのびてきており，そしてアルベッド自身がさらに国際的な

資本的支配網を呵欧人陸を中心として広く海外にまで広げているのである。こ

うしてアルペッドを中心として西欧の金融資本は複雑に交流し，相斤。に蜜接に

提携している。

まずフランスではシュナイダー・グループがり' ( 接にアルペッドに参加してい
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るし， もう ーつ の 代 。八的'It i;業コ ン ツ ェ ル ンで あ る ド・ ヴ ァン デ ル は， ア ルベ

ッドのJ'・公社 テ ー ル・ ル ー ジ ュ 鉱山 株式 会社 に33 ％の 資 本 参 与 を 行 っ てい る。

シ ュナ イダ ーお よ び シ デ ロ ー ル団 は オ ープ リ ヴ ・エ ・ ヴ ィ ルリ ュ ーに ア ルベ

ッド と 共同投 資 を し て い る
い

シ デ ロ ー ル は， ア ルベ ッ ド を支 え て い る 国際 的 大

金融資 本団 の ー・つ であ る ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ル・ ド・ ベ ルジ ー クのT 会 社 ア デ

ィー ル （ ル クセ ン ブ ル クの 九鉄 鋼 会 社） に対 して も強 い 支 配 力 を も っ て い る。。

また シデ ロ ー ル ・ グ ル ー プ の 了・会社 で あ る ベ ー リ ング ン 炭 坑(Charbonnagesde BeeriiiKen,

ベ ル ギ ー の ラ ン ブ ー ルLimbourg 炭 田 ） に は ， ド ・ ヴ ァ ン デ ル

およ び ミ ラボ ー （フ ラ ン スの 銀 行 ） と と も に ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ルが 同 量 ず つ

参り七 で い る 。

こ の ベ ルギ ー の ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル は， 国 家 資 本 と結 ん で ベ ルギ ー経 済 全

体を 支配 す る に 人 コ ン ツ ェ ルンで あ り， ア ルベ ッ ドは こ れ を 通 じ て ベ ルギ ー 重

工業ト月と緊 密 な 関 係 を払 ん でい る。 こ と にベ ル ギ ー最 大 の 鉄 鋼 会 社 で あ り ， 国

際的 人コ ンツ ェ ル ン を 形 成 して い る コ ッ クリ ル・ ウ ー グレ とは 密 接 な 協力 関 係

にあI), 共同 で 多 数 のf・会 社 を 所 有 して い る 。 ノヽシェ テ ・ ジ ェ ネラ ルの 支 配 会

礼の ・つ で あ る プ ロ ヴT ダ ン スは， フ ラ ン スの ロ レ ー ヌ地 方 に も重 要な 鉄 鋼 工

場 を所 有 し て い る が， こ れ は ア ルベ ッド の 工 場 と近 接 し て い て， や は り 両 者 の

闘に強 い 人的 協 ノ]関 係 があ る。 プ ロ ヴ ィダ ン スは ベ ルギ ーお よ び フ ラ ン ス に 鉄

鋼 け湊jを 所 有 し， ル クセ ンブ ル ケの ラ マ ド レ ー ヌ(l.amadelaine) 鉄 鉱 山 や フ

ラン スの 企 業 多 故 に 関 係 し てい る。

ア ルベ ッ ド 自 身 の 吉 本的 丈配網 も， す で に述 べ た よう に　 ド イツ， ベ ル ギ ー，

フラ ン ス等 の 近 隣 諸 川 をけ じ め と して 遠 く海 外 に まで 広 が っ て い る。 大 陸 にお

ける 石 炭 の 支配 は， ベ ルギ ーの エ ル シュ ト ラ ン・ エ ・ ゾ ルデ お よ び ド イツ のエ

シュ ヴァ イラ ー 鉱 山 だけ で も年 産550 万 ト ン に ト。る。

粗鋼 生 産 で は ア ルベ ッ ド， ア デ い づレ.    コ ッ クリ ル・ ウ ー グレ を 一一つ の資 本

的 グ ル ープ と す れ ば，600 万 ト ン 近 く に 達 す る 。 さ ら に こ れ に シュ ナ イ ダ ー を

加え れば800 万 ト ン に 上 る で あ ろ う。 そ の 他， ド ・ ヴ ァ ン デ ル， シデ ロ ー ル，

プロ ヴ ィ ダン ス等 を も ぢえ 介 わせ る と， そ の 連 携 は 四 欧 大 陸 全 体 に拡 大 して い
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ると言うことができよう。

かくて国境により小地域に分割されているm 欧においては，すでに国境を超

えた大企業問の資本的交流が，活発にかつ人規佼に行われているのである ，シ

ューマン・プランおよび経済共回体は人陸6 力国に跨がる単一 の人自山巾場を

実現させたが，その裏には国境を越えて行われているこうした国際的資 本結介

という現実的土台がすでに存在していたのである

1)

2)

3)

/a 。delsbtatl。28 Oklot〕L'f 1955.

Ec 四w惣ie et Polilique. No.  5-6. 1954.Conti

・nentaler FAsenhand 皿Mai 1957
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第10 章　 ソシエテ・ ジェ ネラ ル・ド・ベルジー クと

コックリ ル・ ウーグレ

ー バ ルキーの国際的金融資本とその傘ドの巨人重工業グループー

け じめ に

西ヨーロッパにおける経済統合運動は， シューマン・プラン(ECSC ）から

経済共同休(EEC) へと発艇し，めざましい成果をあげてきた。こうした広域

経済圈の形成は，とりもなおさず人企裳の自由な活動範囲を拡大するものであ

り，したがって彼らにさらに人きな発展の円‘能性をもたらしたのである。事実

両ヨーロッパにおける人企業の発展は，経済統合運動とともに，著しく活溌化

レC きど。

几軋　叫三ト ーロッバにおいては, 地坪的. 歴史的条件によってト 占くから資

本の㈲祭的拡人ミや4I.-/V.が発達してきた
い

良い資本主義の歴史を通じて，大資本

は川家的領域を越えて支配の丁・を伸ばしたのである。だが国家という強固な枠

がある限り. 資本の自山な国際的発展はある程度制限を受けざるをえなかった。

しかし第2 次人幟後，国家的障壁をとり除き，自由な大市場を形成しようとす

る運勁が巡展するにしたがって，人資本の自山な活動の場が国際的に拡大し，

その発展を促進する基盤をつくり出したのである貼

今川叫ヨーロッパ経済を支醍している国際的k 金融資本は，いずれも古い歴

史的伝統を持っている。そしてベルギー， ルクセンブルクのような，いわゆる

小川にも，ドイツやフランスに匹敵する人コンツェルンが地中深く根をはって

おり，かつこれらヨーリッパのヨンツェ ルン相互間には密接な協力関係が結ば
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れているのである仁

1950年代において目本の人企業をこれらヨーロッパの人企業と比較してみる

と，発展力はひじょうに旺盛であるが，蓄績が少なく. 資本隋成は忠く，組織

化も著しく立ち遅れており，はるかに安定性に乏しかったことを痛感する ，

私はすでに前章でシュナイダーと緊密に結合しているルクセンブルクのアル

ベッド・グループについて検討したが,  本やではさらに寸すんでベルギー最人

の金融資本ソシエテ・ジェ 水ラル・ド・ペルジークと，その傘ドの重 し衷グ

ループ，コックリル・ウーグレ(Cockerill Ouerよ）をとりしげることにする

ベルギーは領土的には小国であるが, 大陸ではもっとも早く産業革命を遂行

した先進国の一つで，ヨーロッパ重工業の中心的地域をなしている，

ベルギーでは金融的集中はとくに強く，少数の分融グループによって ・国の

経済が支配されているといわれる3……それのみならず，とくにフランス.   死囚，

ルクセンブルクおよびドイツの人金融資本との結びつきによって，匪界的なコ

ンツェルン支配網の一環を形成している。

ベルギー重工業はこのような金融資本のもとで，ほとんど完令に糾織化され，

ヨーロッパ重工業における重要な勢力となっている，ここに取りi-.げるソシエ

テ・ジェネラル・グループおよびその傘ドのコックリル・ウーグレ・グループ

は，そのなかでももっとも中心的な存在である，

1) 西 欧 の 経 済 統 合 運動 と 人 企 業 と の関 係 に つ い て は拙 柚 「欧 州 石炭 鉄 鋼 共 同 体の

新 し い 発 展 段 階 一 国 際 コ ン ツェ ル ン の 高 度 化 と 西欧 経 済 統 介運 動 の 新 た な 厦開-

」 東洋 大 学 『経 済経 営 論 集』 第16 ・ 17介flf り・， 参附,

2)    Cf. 丁ibor ScitDvsky, f'lrりJU?mic Thcorv  and   悍slcn・1./｛け卯・’皿/, 山・μ斤出,川，円ri8,即~22-32

3)     Francois Gay  et Paul Wa μΓet,/.p 畑neh。x,】り6( . p. r,fi.
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第1 節　ベルギー経済を支配するソシエテ・ジェネラル・

グループ

1. ソ シ エテ ・ ジ ェ ネラ ル の 発 展 と 国 家 と の 結 合

ベ ルギ ー経 済は 少 数の 金融 資 本に よっ て 支配 さ れ て い る が， な かで も もっ と

も強 人 な 影 響 力 を 介 し て い る の は ソ シ エ テ ・ ジェ ネ ラ ル ・ ド ・ ベ ル ジ ー ク(St

 cit'te (;eni'Γale (l川 州Ki(μic) で あ る。 ノヽシエ テ ・ ジェ
ネ ラ ル はベ ル ギ ー三 大

金融資 本 の　・つ で あ り， 銀 行, 傑険 ， 鉄 道 ， 鉱 山， 精 油， 製 鉄 鋼， 上 木， 化 学 ，

繊紙　 良 江 機械,  木 材， ダ イヤ モ ンド お よ び そ の 他 の 諸 企業 の巨 大 な 集 合体

であ る19  III;紀 初頭 の ベ ル ギ ー資 本 ヤ義 勃 興 期 に， 王 室 と民 間 銀行 業者 との 協

ノJによ っ て 卯」立 さ れて 以 来， こ の 会社 は ベ ルギ ー 本国 と そ の 植民 地 に ま たが る

ベ ルギ ー経 済 の 丈配的 人 コ ンツ ェ ル ンに 発 展 し た ので あ る。 ベ ル ギ ー経 済 は ほ

とんど ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ルに よっ て 左 右 さ れ てい る とい っ て も 過 言で ない ほ

ど， そ の 勢)J は 強 人で あ るト

ソ シエ テ ・ ジ ェ 考 ラ・レは1822 年8 ij に　 オ ラ ン ダ政 体 ド にお い て 低 地 諸 国(low

couiUi'ies) 南 部 の に栗 発 艇 の 促 進 の た め に 最 初 の投 資 会 社 と し て ， ブ

リュッ セ ル に， オ ラ ン ダの ウ ィリ ア ム 七に よ っ て ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル ・デ ・

ペ イ ェババSociet バ 沁I心・ale ties Pays・Has) と し て/>l」立 さ れ た。 段 々.当 時 の 資

本側 よ5,000 万 フu リ ン で 実 に□ 人 な 会 社 で あ っ た。 こ の 会 社 は 国 庫 で あ り，

発が銀 行 であ る と回 時 に 頌 歌銀 行 で もあI), 公 共 事 業 体 の 債 務 を巨 額 に引 き受

け， 各棒 の民 問 企 業の11|」設 に も参 加 し た。 また旧 式 の信 用 機関 で ， 王 侯の 財 政

と緊 密 に結 介 して い た。 近 代 銀 行 的 な 業 務 の 専 門 化 は 行 わ れ な かっ た。

1830 年 のベ ル ギ ー圃 の 建 設 に よっ て ， ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル ・プ ー ル ・フ ァ

ヴォ リ ゼ ・ ラ ン デ ュ ス ト リ ー ・ ナ シ オ ナ ル(So(iete  (沁ii白・ale
 pour favoriserI'incliistrie nalionalc)

と改 名 し， 商 業 ・投 資 銀 行 と し て ベ ル ギ ー工 業 の 発 展 と

密接 に 関係 して き た。20111-紀 に 入っ て か ら は， さ ら に ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ル ・
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ド ・ペ ル ジ ー ク と なi) ， ベ ルギ ー領 コ ン ゴ の 経 済 的 ・ 社 余的 発 展 に 乱 ユ ニ オ

ン ・ ミニ エ ー ル社 （じnion niiniφΓe du llaiit KalaiiKa)を 通 じ て 人 きく 関j し た，

祚」立当 時 は 国 王が 人 部分 の 株 式 を 所 イi七 て い た が.    18-10～.18年 間 に， ソ シエ

テ ・ ジ ェ 木 ラ ル は 国 王 の 持 株 を 買 収 し し　 続 い て1850 年 に は 国 卜ヽ 銀 行(Banqiie

nation副 が で き たの で， そ の 株 式 を1  /j 株 所 有す る と 川 叫 に　 発作

業 務 を国 立銀 行 に 譲渡 し た。

ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ルは 預 金為 替業 務 も行 っ た が ， し か し は じ め は 主 と して

国 債 の売 買等 にあ たっ た。1830 ～40 年 代 には ロ スチ ャ イ ルド 家 と 共 同 し た1),

あ る い は 単 独 でベ ル ギ ー国 債 を引 き受 け た,。また 上 要都 心の 公 債 や 外 国 公 債も

引 き受 け たっ

証 券投 資 も 行 っ た が， こ の場 合 に は 証 券投 資 吋門 のJ'-会社 を つ く り， そ れを

通 し て 行 っ た もの が 多 い。18.35 年 か ら62 年 まで の 間 に ソ シエ テ ・ ジ 」ヅ ヽヤ レの

参 与 し た 会 社 は62 社 に 上 っ た， その 中， 銀 行 関 係 の 参'j-li:糾 肋 間 の もの が 多い

が ， 鉱 工 業 企 業 の 場 合 は 長 期 支配的 であ る ， 参 り・額 はi83r) 年 の:-i7( 万 フロ リン

から 始 ま り，1850 年 に は5,480 万フ ロ リ ン,   1860年 に は さ ら に8.520 万フ ロ リン

に達 した ，

1848 年 以 来 ， ソ シエ テ ・ ジ ェ ネラ ル はそ の 投 資 活 動 をi モとし て 坊 本的・R i喋

の 発 展 に集 中 させ た が， そ れ が 同 社 の 今 目の 発展 を も たら し たv モ要な 原 囚 であ

る 。 第1 次 大 戦 前 の20 年 間 は 少 し く 沈 滞 ぎ み だっ たが,  人戦 後 叫び 活 発な 活動

を開 始 し た，

1934 年 の 新 銀 行 法 に よっ て， ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ルの 商 裳銀 行 的 活 助 は，投

資 活 動 か ら 分 離 さ れ， 新 し く 創 設 さ れ た バ ン ク ・ ド ・ ラ ・ ソ シエ テ ・ ジ 。！ ネラ

ル ・ ド ・ ペ ル ジ ー ク （Banqiie de la .S( citt□ 沁neraloヽ <.＼v ≫（頷 仰 向　 に
移 さ れた

故 に ソ シエ テ ・ ジェ ネラ ル は 純 粋 な投 資 会 社 に なっ た。 そ して ベ ルギ ー一本国お

よ びベ ル ギ ー領 コ ンゴ に お け る 経 済 活動 の重 要 な 指 導 名・と なっ て い る 。

王 室 と民 問 金融 業 者 の 私 的 企 業 と し て 発足 し たl|り社 はそ の 後i ミ室 の 打有 を ・

部引 き受 け たが ， な お 王宇 は か な り の 量 を所 有 し てい た。 とこ ろ が レ オポ ルド2

 I!);の時 代 （19 世紀 後 期 ） にf｛室 は こ の 持 株 をベ ル ギ ー政 府 に か な り鳥 い 値段
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で売り波しだ，そのためソシエテ・ジJ- ネラルには国家資本が入りこんでおり，

公私混介形体の独占体となっているし

2。ソシエテ・ジェネラルの国際的支配網

ソシエテ・ジェネラルの支配する事業は大体ベルギー本国とベルギー領コン

ゴに渠巾されているが.   第2 次人戦後はカナダにも重要な投資をしている。

ベルギーにおける支配網は重工業を中心として次のように広くはりめぐらさ

れているし，

巾　鉄鋼裳ではr.な持株はコックリル・ウーグレである。同社はベルギー最

人の鉄鋼会社であり，同時に自身で ーつの国際的重工業コンツェルンを形成し

ている,バ955 年6 月にジョン・コックリル社とウーグレ・マリエ社という大会

社が介併して設)ン'.されたものである,ノノシェテ・ジェネラルはベルギー第2 の

人鉄鋼会社（在仏資産を含めた場 介）であるブロヴィダンスの資本の半分も所

イに ており，同社を自己の支配ドに収めている。このためベルギー鉄鋼業は大

部分ソシエテ・ジ."Lネラル・グループの支配下に入ってしまっている。

m ） 金属・電機 ＼トかごはラ・ブ ルジョワーズ・エ・ニヴェル（主として鉄道

資材), ソシエテ・ド・トラクシオン・エ・エレクトリシテ(Soci むte de Trac-ti(

 11 et l大山icitO,　トとして発電機), シャルルロワ電機製作所(A.  C. E. C。重

電機に国際的粕 切）ある会社) 等を支配している。

(3) 板ガラス|ト靭こも関係している。ヴァルこサンこランベール・ガラス会

祉{Crislallcrics小I Val、Saint七m 山ert,・炎術‾に芸会社として匪界的に有名）のi

モな情味会社である。

圃　七メント し叉では，戦後は合同セメント煉瓦会社(Cimcnteries  et Bri一flucU'rics

kcimics, C. I!. K。）を通じてセメント哭界にも進出した。この会社は2

ンゴにセメント会社を数仕，カナダに レfi:  （インランド・セメントInlandt^t'nu'iu,

ΛI|erta）を設しした。

㈲　化学 に業ではカルボシミック，ペトロシム(Petrochim ）,

㈲　製紙L 業ではベルギー製紙（P;ipeterit's dc Ik'lμiquよ
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子　 機 械， 造 船 業. 海 運 業 で は ベ ル ギ ー 造 船 会 社 （Ci)開 ）以iiii-' M 出limcBeige)

⑧　 非 鉄 金 属 で は ホ ボ ケ ン 冶 金 ・般 会 社(S(  cit'ti' （ieneii小・ Met:川ui'.t;i(|tK'面Hoboken)

に そ れ ぞ れ 重 要 な 参 与 を し てい る

カ ナ ダ に おい て は モ ン ト リ オ ー ル の持 株 会fl:ソ ジ ェ ミ ヌ社 （S（)^;l■n巾U'S l.uレ

奇通 じ て 関 係 し て い る。 こ の 会 社 は カ ナデ ィy ン ・ ヘ ト ロ フ・でナ　でaiia（iimPetrofina),

イン ラ ン ド ・ セ メン ト. リ オ・ テ ィン ト 鉱 山 公 仕(Kiu TiiU （  Mining of

Canada) そ の 他 の 会社 の 株 式 を 所 有 し てい る。

ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル が1957 年 に新 た に関 係 す る こ と に な っ た 嘔業 と レ ごは

ペ ル ギ ー 磁 気 鉄 板 会 社(Compagnie BelKe des Tok's Ma^ni'tic 即ぐFolnialiり を

コ ッ クリ ル・ ウ ー グ レ と 協 働 し て 創 設 し た ， ノヽシ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル 系 の べJレ

ギ ー ・ ア ル ミ ニ ウ ム 会 社 （Compagnie Hdgf pour I ’lnduslrie ckイ; 山in而i U 111、Co

 be副 は， カ メ ル ーン の ペ シ ネー ・ユ ジ ー ヌ の 株 を所 有 し てお り， こ れ を通

じ て 低 コ ン ゴ に ア ル ミニ ウ ムi: 場 を 建 設す る 計 ㈲を た て て い る。 また ベ ルギ一

石 油 会 社 にompagnie BelKe des Petrok'S.  Pさtro-B（収O は ベ ル ギ ー の ペ ト ロ フ

ィナ と 協 働 し て 石 油 の探 査 と採 掘 と を行 っ て い る ， ソ シエ テ ・ ジ-'ノ, ラ ルは ま

た い く つ か の了一会 社 を 通 じ て 原 了■Jj工 業 に も関 係 し て い る ，

ベ ル ギ ー 領 コ ン ゴ で は ソ シ エ テ ・ ジェ ネ ラ ル は ユ ニ オ ン ・ ミ ニ エ ーづレ叶

（Union Miniere  小i Haut Katanga ） を 通 じて そ の 支 配 的 勢 力 と な っ て い る ヅ ノ

シエ テ ・ ジ ェ ネラ ル は ユ ニ オ ン ・ ミニ エ ー ル に 八面L は 僅 か4.75 ％し か 参j し

て お ら ず ， 他 の 数 社 が 合計 約42 ％ を 所 有 し て い る の で あ る が卜　 そ の 中で もも

っ と も 重 要 な 地 位 を 占 め る コ ミ テ ・ ス ペ シ ア ル・ デ ュ ・ カ タ ン ガ(Co 川心Special

du Katanga, C.  S. K.一25.6 ％ 参 い は ， 実 は ソ シエ テ ・ ジ ェ ネラ ル系

列 の 会 社 で あ り， 実 際 に はユ ニ オ ン ・ ミニ エ ー ルは ソ シエ テ ・ ジ ェ ネラ ルの 勢

カ ドに 入っ て い る の であ る≒

ユ ニ オン ・ ミニ エ ー ル は コ ン ゴ の カ タ ン ガ地 方の 慨堺 的 な 釧 資 源 の 独占 的 丈

配 者 で ， そ れ に 関 連 し た 諦 鉱物 資 源 （ コ バ ルト ， 一川鉛 ， 鉛， ゲ ル マ ニ ウ ム， カ

ド ミ ウ ム， 金， 銀 ， ウ ラ ニ ウ ム 等 ）， お よ び エ ネ ル ギ ー等 の 人資 源 を　・自 こ即
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発 しC い る コ ン ゴ の 鉱 山L で あ る, 。そ し て ユ ニ オ ン ・ ミ ニ ェ ー ル は そ れ 自 身 コ

ン ゴ の 多 数 の 収 安 企 業 に 参 与 を 行 っ て お り,     コ ン ゴ 工 業 を 支 配 し て い る の で あ

る

以 ト の よ う に ， ソ ッ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル は ， ベ ル ギ ー 経 済 の ほ と ん ど あ ら ゆ る

部 門 に 支配 網 を は り め ぐ ら し て い る □ 大 な コ ン ツ ェ ル ン で あ る が ， 同 時 に ヨ ー

ロ ッ パ の 他 の 国 際 的 人：コ ン ツ ェ ル ン と 結 び つ い て ， さ ら に 大 規 模 な 世 界 的 支 配

網 を 形 成 し て い る の で あ る 。 例 え ば ベ ル ギ ー 三 人 財 閥 の 一 つ で あ る ソ ル ヴ

ェ ー ・ コ ン ツ ェ ル ン(Solvav) と 出 資 関 係 を 通 じ て 密 接 に 結 び つ い て い る が ，

ソ ル ヴ ェ ー は ベ ル ギ ー の コ ン ツ ェ ル ン と い う よ り も 米 国 ， 英 国 ， ド イ ツ 等 に ま

た が っ て,   iでと し て 化 学i: 業 を 支 配 し て い る 典 型 的 国 際 コ ン ツ ェ ル ン で あ っ て ，

米 国 で は ア ラ イ ト ・ ケ ミ カ ル （ΛHied Chemical) に20 ％, 英 国 で は イ ン ペ リ ア

ル ・ ケ ミ カ ル(Iniporial Cheniic 副　 にor:  0/ の 参"j・を し て お り ， ド イ ツ のI.  G.

フ ァ ルベ ン と も 結 介 し て い る の で あ る 。 と く に 重 要 な の は イ ン ペ リ ア ル ・ ケ ミ

カ ル と の 結 びっ き で ， こ れ を 通 じ て ソ ル ヴ ェ ー は ロ ス チ ャ イ ル ド ・ グ ル ー プ と

密 接 な 関 係 を 持 っ て い る
い

ロ ス チ ャ イ ル ド は ま た ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル に も 直

接 人 き な 参 り七 行 っ て い る の で あ り ， こ の 三 大 金 融 資 本 の 結 び っ き は 極 め て 緊

密 で あ る 。

本 ぴ で は こ の ソ シ エ テ ・ ジ.r. ネ ラ ル ・ グ ル ー プ の 中 の 基 礎 的 重 工 業 部 門 で あ

る 鉄 鋼 業 の コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ ・ コ シ ツ ェ ・レ ン を と り 士■.Ifで ， さ ら に 深 く 考

察 す る こ と に す る 。

コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ 社 は,   1955 年 に ベ ル ギ ー の ぐ 人 鉄 鋼 会 社 ジ ョ ン ・ コ ッ

ク リ ル と ウ ー グ レ ・マ リ エ と が 介ト に て で き た も の で ， 一流 の 国 際 的 大 鉄 鋼 会

社 で あ る と 同 時 に,  傘 下 に 多 数 の 関 係 会 社 を 擁 し て ， 自 身 で 一一つ の コ ン ツ ェ ル

ン を 形 成 し て い る 。

コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ ・ コ ン ツ ェ ル ン は そ れ 自 体 ひ じ ょ う に □ 大 な 組 織 で あ

る が ， ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル ・ グ ル ー プ の 中 に 包 含 さ れ て い る こ と で
。 そ の 勢

力 は さ ら に い っ そ う 強 人 な も の と な っ て い る
。 例 え ば 原 料 の 肉 で は ソ シ エ テ ・

ジェ ネ ラ ル が 厖 人 な 石 炭 資 源 を 支 配 し て い る こ と が ， コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ に
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表10- 1　 ソシエテ・ジェネラル支配下に

ある炭坑 （1956年）
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る（jili -1 ）。

こうしてコックリル・ウーグレはi

内接的参'}-，あるいはソシエテ・ジ

ェネラルを通じての間接的関係によ

って鉄鋼業を中心としC 原料から加r.

部門までの縦断的な企業集中体を

形成している，この組織はベルギー

の鉄鋼業をほとんど包忿し，きらに

フランス，ルクセンブルク，ドイツ

等へ拡人して，近隣諸国の国際的人

コンツェルンとも緊密な結合関係を

結んでいるのであるト こうしてソ

シエテ・ジェ考ラルおよびその傘ド

のコックリル・ウー－グレ・コンツェ

ルンは西ヨーロッパの代表的な国際的金融資本とな-Jている

D　Cf.  Pierre Joye. Les Trusts  en li,仰ique. 1960.
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3)    James  S. Λlien. Atomic / 携lyerialis切: The  Stale, M 加叫丿V  and  Ih・ /畑圈.   1952. 川 訳

－－254 頁，

4) ソ シエ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル社 年次 報;';-, / ・'iminri心Times,  2（川心rcl丿9 素

5)    John Gunlher. Inside  Africa, ＼%6バこよる と2( ％で あ る,, f ＼'>訳II を ，i8ru'i,

6） 小 平 勉 「 ソ シ エ テ ・ ジェ ネラ ル系 鉄 鋼 会社 の 業績 」 鋼 材 旧 業 部 『情 報』22｛''j・，1957

年3 月 川 几
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第2 節　ジョン・コックリル社の歴史的発展

1 ．産業革命期における創業と基礎的建設

ベルギーは鉄鉱石および石炭資源を有しており，ムーズ(Meuse ）およびサ

ンブル（Sam  b re) の谷には中世紀にすでに多数の冶金業者が存在した。釘は

エ ノー(Hainaul), 刃物 は ナ ミュール(Namur) で 製造 さ れ， ディア ン

巾ian) は銅壷，銅鍋その他の公物類で知られていた。リエージュ（Liege) は

兵器，刀剱類の諦閥に対する供給地であり，兵器の変遷に適応して発展を続け，

ナポレオン時代には彼の兵器廠の　・つともなったし

またベルギーの繊紺i; 衷も歴史が占‘く，申世にはフランダース地方はヨーロ

ッパ人陸における繊却工業 トi｛として羊毛｝の中心地であった。その技術は英

国に蝉人されて 災国の繊維工業の発達に人きな貢献をしたのである。

ベルギーは帽 巾こ比肩しうる産業革命をもっとも早く経験した西欧人陸国で

ある。その片山としては，まず以|ソ）ように占く̂から国内繊維工業および金属

に叉が発達していたことがあげられる。そのほかベルギーが欧州の枢要な位置

を,'fめ，北のド イツ・円以と南のフランス平原とを結ぶ低平な沿路にあり，海峡

をへだてては則Klと接近していること，重要な交通路であるラインの河口に近

く，かつアントワープという人港を持っていること，木材，石炭，鉄鉱石，皮

竹のような原料に恵まれていること，熟練した工業人「Iがあること等の理由が

ある。また外囚人がベルギーの に業化に重要な役割を果たしたことも忘れては

ならない。ベルギーは1830年に独立を確保するまで，スペ イン，オーストリア，

フランス，オランダに次々に支配されたが，彼らはすべてベルギーの将来の工

装的発展に貢献したということができる几

なかでも産業革命時における英国の影響はとくに大きかった。英国からは技

術者，機械，および設計図が続々とベルギーに流れこんだ。産業革命の初期に
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図10- 1 ベル ギー（ル クセンブルク）鉄鋼工場所在図
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ド （PctiT M;irl)叫川 山,

ジ ョ ン・ ウ でルキ ンソ

ン(John Wilkinson  I

笠 とい う 笑国 人達 が機

械 ， 化 学 ， 紡 績 ， 冶 金

笠の 新 し い 技 術 を ベ ル

ギ ー に も たら した が，

機械 の 導 人に 関 し ては，

コ ッ クリ ル家(C(  ckfri

川　ほ ど 人 き な 役 割

を 米 だ し た 災国 人はほ

とんどいないといってよいっ

ウィリアム・コックリル（父）【William Cncki'ri川　およびその息)'・達, な

婿はベルギーの羊毛紡織を近代的な方法で再編成するのに人きな八献をした

またウィリアムの末子ジョン・コックリル（John Cockeri田 は，殼初は兄弟

のジェームズGames) と，その後は甥のコンうツド・グスタフ・バー－ス'/ー

（Conrad Gustav Pastor) と協働して，1830 年代における匪界雌 人の総 介裂

鉄・機械会社であったスラン（Seraing) の有r, な製鉄|:場，ジョン・こり グ

リルの隆盛をもたらした。それはれ炭，銑鉄，機械，蒸気機関, 機関（　 前皿

レール，兵器および他の多数の機械の生産が令部叫- の経営によって統介され

ていた最初の総合的車上業企業の ーつであった，

ジョン・コックリルの事業はベルギー岡境を越えてオランダ，フランス，ド

イツ，スペイン，ポーランド，ロシア等に拡人した。彼の兄弟のジェームズお
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よ び ウ でリ ア ム （ 息r り は プ ロ シ ア に 移 住 し ， そ こ に 繊 維 お よ び 機 械 関 係 の 企

業 を 設l/'_し て 成 功 し た ， こ う し て コ ッ ク リ ル 家 は 世 界 で も も っ と も 重 要 な 国 際

的 重 工 業 コ ン ツ ェ ル ン の ・つ に 発 展 し た の で あ る3 二

コ ッ ク リ ル 家 の 基 礎 を き ず い た ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ ル （ 父j の 若 い 時 の 業

績 に つ い て は ほ と ん ど 知 ら れ て い な い ∧ 彼 の 出 生 の 時 の 土 地 も わ か っ て い な い

が.   1779 年 に 彼 は 英 国 の ハ ス リ ン グ デ ン(HaslinRden) に 住 ん で お り ， 職 業 は

指 物 師 だ っ た こ と が ， バ リ ー(Burv) の 教 区 会 の 記 録 に 残 っ て い る 。。 そ の 年

の ク リ ス マ ス に 彼 は バ リ ー の エ リ ザ ベ ス ・ チ ャ ー ル ズ(Elizabeth Charles ） と

結 婚 し た,バ791 年 に は 彼 は ジ ェ ニ ー 紡 績 機 の 製 造 業 者 と し て 記 さ れ て い る 。

彼 の 息j'- ウ ィ リ ア ム と ジ ェ ー ム ズ を 伴 っ て ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ ル は 失 業 と

困 窮 の 年 で あ る1797 年 に 英 国 を 離 れ た 。 彼 は 羊 毛 の 紡 績 機 械 製 造 業 者 と し て ス

ウ-I-
 
― デ‘ン に 彼 自 身 のi: 場 を 設 立 し よ う と し た が ， そ の 計 画 は 失 敗 し ， 木 材 貿

易 に 関 心 を 持 っ た 。 し か し そ れ に も 失 敗 し て ス ウ ェ ー デ ン を 離 れ ， ハ ン ブ ル ク

に 行 っ た が ， そ こ で 彼 は マ リ(Mat ・i） と い う ベ ル ギ ー 人 と 遭 遇 し た 。 マ リ は

卜 毛 を 売 る た め に ド イ ツ に 宋 て い た ベ ル ギ ー の ヴ ェ ル ヅ イエ(Verviers ） 最 大

の 乍 毛紡 績 公 社 の 二 ）， シ モ ニ ・ エ ・ ビ オ レ(Sinionis  &  Bioilev) 社 の 代 表 者

で あ'), 彼 に す す め ら れ て ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ ル は ヴ ェ ル ヴ ィエ に 行 き ， シ

モ ニ 桂 の た め に が 門 に 機 械 を 作 る こ と に 同 意 し た 。 同 社 は 数 年 前 の 二 回 に わ た

る フ ラ ン ス の 侵 略 に よ っ て 起 こ っ た ひ ど い 事業 の 不 振 か ら ち ょ う ど 回 復 し つ つ

あ る と こ ろ で あ っ た 。

ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ ル は 自 分 の 資 産 を 持 だ な か っ た の で ， 機 械 工 場 を た て

る 資 本 を 彼 の ベ ル ギ ー 人 の 後 援 嗇 に 依 存 し な け れ ば な ら な か っ た 。1800 年 に 彼

は 各I  ) ノ2,  00 フ ラ ン の ヤ モ 紡 績 機12 台 を シ モ ニ 杜 に 供 給 し た 。 こ の 新 し い 機

械 を 使 川 す る こ と に よ っ て 時 闘 と 労 働 を 著 し く 節 約 す る こ と が で き る よ う に な

っ だ の で ， ヴ ェ ル ヴ ィエ 地 方 の 競 争 的 羊 毛 工 業 者 達 は ， ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ

ルに 新 し い 機 械 の 供 給 を 払 清 し た が ， ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ ク リ ル は シ モ ニ 杜 の た

め に の み 作 業 す る と い う 契 約 に よ っ て 束 縛 さ れ て い た の で ， そ の 需 要 に 応 じ る

こ と が で き な か っ た 。
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1802 年 に ウ ィリ ア ム ・ コ ッ クリ ルは 夏お よび 右i・ジj ンを 連 れ て く る た めに

英 国 に 渡 っ た が， そ の時 ロ ン ド ン に小 さ な 機械 け易を設 ＼'l土 で い た れい ノッテ

ィ ンガ ムの 機 械 ‾に　 ジェ ーム ズ・ ハ ド ソ ン(Jiinics llods（ii)　に ベ ルギ ー で 協力

す る こ とを 要 請 し た 。 コ ッ クリ ルは シ モ ニ 什以 外 の 繊 維 に業家 に 機 械 を 供綸 す

る た め に ハ ド ソ ン を ヴ ェ ルヴ ィエ に 連 れ てい っ たの だ と ち‘え ら れ る　 ハド ソン

は ウ ィリ ア ム ・ コ ッ クリ ルの娘 ナ ン シ ー と結 婚 し， 彼自 身の 機 械|: 場 を 建 設し

た 。 彼 は 顧 客 に 多 額 の 信 用 を 与 え る こ と の で き る資 本を 持 っ て い た　 例 え ば1807

年11 月 に 彼 は1.185 フ ラ ン の 手 付 金 をお き， 残 り は6 年 間 に 支払 う とい う

約 束 を し た 顧 客 に1 万5 、777フ ラ ンの 機 械 を 供給 す る こ と に同 意 レ てい る。,ハ

ド ソ ンの 資 本 は こ の 年 間 に54 万7,000 フ ラン か ら79 万8 、000フ ラ ン に増 人し た ，

そ の 後 彼 は そ の 事 業 を 繊 維 機 械 か ら 羊 毛糸 の 機 械紡 績 に 拡 人 し， 紡 績 に場 に100

人 の 労 働 者 を 雇傭 し た 。こ うし て コ ッ クリ ル家 お よ び ハド ソ ン に よ る 災閥

型 の 新 式 繊 維 機 械 の ヴェ ルヴ ィエ ヘ の 導 人 は， こ の 町の 繁栄 を も たら し た ので

あ る。

1807 年 に　 ウ ィリ ア ム・ コ ッ クリ ル （父） は急 速 に拡 人 する に裳地 帯 の 巾心

地 で あ っ た リ ェ ー ジ ュ(Liege) にj で場 を 設 ヽ'/.し た ，フ ラ ン スが オ ー ス ト リy

領 ネ ー デ ル ラ ント お よ びリ エ ー ジュ の 人 公領 を併 介 レ こ以 来 （1797 ～1815 年).

フ ラ ン ダ ー ス， エ ノ ー， お よび ム ース， サ ン ブ ル の 谷 間 の に業地 帯 の 繊 却 お よ

び 機械 工 業 （兵 器を 含 む） に 対 し て 人 きな 新 巾 場 が 開 か れ， その ため ベ ルギ ー－

の重 工 業 お よ び繊 維 工 業 は 新 たな 刺 激 を受 け て 忽 速 な 発 展 を始 め てい たの であ

る。 ベ ル ギ ー重 工 業 は 当 時 フ ラ ン スよ り も 進 ん で お り， そ の た め 自山 にフ ラ ン

ス に 進出 す るこ とが で き た。 クラ ッパ ム は こ の フ ラ ン スの 影響 を繰 り 返し 強 調

し てい る几

リエ ー ジ ュ 地 方 は エ ー ヌ ＝サ ンブ ル ごム ー ス （IlaineSaii山l'c-Mc'us（ ） 炭 田 の

」1に 位 置 し て い て ， 良 質 の 石 炭 に 恵 ま れ て い た。 こ の 炭 田 は フ ラ ン ス北 部 の

ノ ー ル お よ び パ ＝ド ＝カレ ー炭 田 の 連 続 で ， フ ラ ン ス・ ベ ル ギ ー 国境 よ りエ ー

ヌ， サ ンブ ル， ム ー スの 各河 川 に沿 っ て こ の 国 の 中 央 部 を 八い てい る 人ミ炭 田で

あ り， リ エ ー ジ ュ， モ ン ス （Mons ）, シ ヤ ル ルロ ワ 等の 地 方で は 人<μ ）石炭 が
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産 出 さ れ た （。な お ベ ル ギ ー一第1 の 炭 田 で あ る カ ン ピ ー ヌ 炭 田 は1901 年 に 発 見 さ

れ.   1917 年 に 採 掘 を 開 始 し た 新 し い 炭 田 で あ るト

ま た リ エ ー－ジ ュ 地 方 は 鉄 鉱 石 の 産 地 で も あ り ， そ の 露 頭 は シ ャ ル ル ロ ワ ～ リ

エ ー ジ ュ 間 約50  km に わ た っ て と こ ろ ど こ ろ に 現 わ れ て い た ， た だ し 鉄 鉱 石 の 鉄

分 介 イfほ は35 ～40 ％.   燐 分 は 約0.4% で ， か な り 低 品 位 で あ っ た 。 な お1942 年

現 在 採 掘 口I能 な 部 分 は ほ と ん ど 掘 り つ く さ れ て し ま っ て い て 採 掘 量 は ご く 少 な

しい'

こ の よ う に 同 地 方 はi; 剽 東村 に 恵 ま れ ， か つ 水 路 に よ る 交 通 の 便 も よ か っ た

の で ， 製 鉄 業 ， 機 械 に業.  繊 維r. 業 等 の 諸 工 業 が 発 達 し た っ ウ ィ リ ア ム ・ コ ッ

ク リ ル は3 人 のQ 洋 と と も に こ の リ エ ー ジ ュ で 羊 毛 紡 績 機 械 を つ く っ た 。 彼 は7

年 問 に 令 部 で300 万 フ ラ ン の 価 格 の 繊 却 機 械 を 製 造 し た 。 ヴ` エ ル ヴ ィ エ の 古

い 上 場 も 使 川 し 続 け ， ま た フ ラ ン ス の ラ ン ス(Reims) に も 機 械 工 場 を 建 設 し

て, 息f ・の ウ ィリ ア ム に 経 営 さ せ た 。。

ウ イリy ム ・ コ ッ ク リ ル ぐ父 ） の 末J ジ゙ ョ ン ー1809 年 に は19 歳 た っ た ー

は, 片 い 時 か ら と く に 冷し い 経 営 の 才能 を 示 し て い た 。 父 親 は し だ い に ジ ョ ン

お よ び 他 の 息f ・達 に 経9:り ソ ）責 任 を'j- え て い き,   1809 年 か ら1814 年 の 間 に リ

エ ー ジ,よ の ㈲ 家 の 人 機 械 け 易は 人:き く 息 了一達 の 指 導 に 依 存 す る こ と に な っ た 。

政 府 は に業 家 と し て の 業 繊 の 価 値 を 認 め て.    1810 年 に ウ ィ リ ア ム （ 父) に フ

ラ ン ス 巾 民 権 を 与 え た 。 コ ッ ク リ ル 家 は こ の こ ろ に は ウ ー ル ト 地 方 （Ourthe)

にお け る 辰 人 の 機 械 メ ー カ ー に な っ て お り, 硫 機 ， 紡 績 機 ， 織 機 ， 染 色 機 等 を

製 造 し て い た 。18 口 年 現 在 で2 、000 人 を 雇 傭 す る 大! ミ場 で あ り ， 繊 維 機 械 の 生

・や 額 は 年 間250 万 フ ラ ン に ト
。つ た と 推 定 さ れ る 。1810 ～12 年 の ジ ェ ー ム ズ ・ コ

ッ ク リ ル の 書 簡 に よ る と ， 当 時 同 家 の 機 械 生 産 の 干・分 け フ ラ ン ス に 販 売 さ れ て

い た 。

こ の 時 期 に コ ッ ク リ ル 家 は リ エ ー ジ ュ の み な ら ず ヴ ェ ル ヴ ィ エ ， ス パ

【Spa ）, ウ ペ ン （Ivup ヽn）, ア ン シ ヴ ァ ル(Knsival) ， ラ ン ス 等 に 工 場 を 所 有 あ

る い は 支 配 し て い た 。 1813 年 に は 最 初 の ワ ッ ト エ ン ジ ン を 輸 人 し ， そ れ は ま も

な く コ ッ ク り レ家 自 身 が っ く り 始 め た 蒸 気 機 関 の モ デ ル と な っ た 。 す で に!815
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年にはコックリルのリエージュi:場は蒸気機関および水力プレス機を牛。産レC

いた。。

すでにこのころコックリル家の名声は欧州人陸においてひし にいこ鳥かった

ので，ウィリアムの息卜達はフリジア政府の招きでベルリンのような遠万にま

で活動を拡犬していた。ジョン・コックリルはベルリンに動力使i＼機械による

羊毛工場および蒸気による繊維機械の 人製造i:場を建駿した，ノイエ・フリ一一

ドリヒシュトラーセ(Neue 下riedrichstrassc）のジョン・コックリルの機械i.

場はベルリン最初のガス燃料使用の工場だった，また彼の兄ウィリアムは1819

年にLower Lusatia のグーベン(Guben) に新式の人紡績工場を建設し，成功

裡に経営していた。彼はグーベンが工業中心地として発展するのに人いに以献

した。コックリル家がベルリン，コットブス(Cottbvis八　およびグ') ュンベル

ク(GrOnberg ）に設立した繊維工場は，結局はジョン・コックリルの所有と

なった，ナポレオン戦争後はコックリル家の羊毛機械に対する需・提が忽激に滅

少したので，コックリル家は蒸気機関，ポンプ，水力プレス機のような他の製

品の製造に関心を集中した。

2. コックリルの本拠，スランエ場の設立

1816年にジョン・コックリルはオランダ王，ウィリアム1 |H;に謁地した，1817

年1 月にウィリアムロ忙はジョンおよびジェ―ムズ・コックリルに2 万1,262

フロリン(4 万5,000 フラン）という僅かな全てスラン城（SeraiiiL'）を

売り渡した。ここに西欧最大の製鉄・機械Jニ場の　・つであるコックリルのスラ

ンエ場が建設されることになるのである。

スランは新しい製鉄工場および機械Iミ場を姓設するのに優秀な>/J也条件を只・

えていた，すなわちスランはリエージュのコックリルの現存 に場から近く，か

つムース谷にあるその位置は，陸路および水路輸送に有利だった。 また良質の

石炭および石灰石をト分に供給されることができ仁, 同時にその地方の住民達

は長い間鉱工業に従事していたので，優秀なi;業労働者をr・近かに得ることが

できた。
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ス ラ ン 城 は コ ッ ク リ ル に よ っ て ， そ れ ま で は 低 地 諸 国 最 人 の 製 鉄 工 場 と み ら

れ て い た リ エ ー ジ ュ 人 砲 鋳 造 に場 を し の ぐ 製 鉄 ・ 機 械 工 場 に 急 速 に 発 展 し た ，

最 初 ス ラ ンI: 場 は 最 新 式 の 鋳 物1: 場 （ 反 射 炉2 基 ， キ ュ ポ デ 炉3 基 八 お よ び

災国 式 機 械 製 造 に場 か ら な っ て い た が ， パ ッ ド ル炉 は1820 年 ， コ ー ク ス 高 炉 は1832

年 に 建 設 さ れ たト 。

は じ め は 鉄 鋳 物.  繊 維 機 械 ， 蒸 気 ポ ン プ ， 蒸 気 機 関 の 製 作 に 集 中 し て い た が ，

ま も な く 新 し い 技 術 を 盛 ん に 取 り 入 れ て 多 数 の 新 し い 機 械 を 製 造 す る よ う に な

っ だ　1818 年 か ら1823 年 の 間 に 蒸 気 機 関43 台 が 製 造 さ れ た っ こ の こ ろ に は ス ラ

ンの 鉄r. 場 は 欧 州 で も っ と も 完 備 し た 大 工 場 の 一 つ と い わ れ る よ う に な り ， コ

ッ ク リ ル 家 は 令 ベ ル ギ ー 鉄1 ミ業 に 対 し て 人 き な 影 響 力 を ふ る う よ う に な っ て い

し

こ の こ ろ す で に ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル は 蒸 気 船 も 建 造 し て い た 。1820 年 に リ

エ ー ジ ュ の 新 聞 は コ ッ グ リ ル 家 が 長 さ75  7  ゲー ト ， 幅19 フ ィ ー ト の 蒸 気 船 を 建

造 し た と 報 道 し て い る 。 そ の 後 も1824 年,    25 年,   27 年 と 次 々 に 船 を 建 造 し て い

る 。

オ ラ ン ダ海 車 の ゲ ル ハ ル ト ・ モ ル テ ィ ス ・ レ ン ト ゲ ン 少 佐 の ス ラ ン エ 場 訪 問

は コ ッ ク リ ル 製 鉄 に場 の 将 火 に と っ て 人 転 換 の 鍵 と な っ た 。 レ ン ト ゲ ン 少 佐 は

外国 で 鉄,  機 械 ， 造 船 に業 の 技 術 的 進 歩 を 研 究 し ， ち ょ う ど 帰 国 し た と こ ろ だ

っ た
い

彼 は ベ ル ギ ー 南 束 部 の 製 鉄 工 業 地 帯 を 視 察 し,   1823 年1 月 に 商 業 大 臣 に ，

ベ ル ギ ‥ 鉄| ト裳 お よ び 機 械 工 業 がy ち 遅 れ て お り ， 英 国 に 比 べ て は る か に 劣 っ

て い る と 報 告 し た
い

当 時 英 国 は 約250  基 の コ ー ク ス 高 炉 を 持 っ て い た が ， ベ ル

ギ丿 よ令 く 持 っ て い な か っ た の で あ る 。 レ ン ト ゲ ン は ベ ル ギ ー 製 鉄 業 者 の 大 部

分 が な お 鳥 い 幟 時 利 得 の 茜 公 時 代 を 夢 み て い て ， 英 国 の は げ し い 競 争 に 直 面 せ

ね ば な ら な い 情 勢 に 適 応 し よ う と す る こ と を 忘 れ て い る ， と 批 判 し て い る 。 彼

は ベ ル ギ ー 裂 鉄I し場 に 蒸 気 動 力 お よ び コ ー ク ス 高 炉 を 導 入 す る こ と は 緊 急 の こ

と と ぢ え ね ば な ら ぬ と し ， 新 し い 人 機 械 工 場 を 政 府 資 金 で 設 立 す る こ と を 政 府

に1)1 に し た 。 そ の た め に は 現 存 ベ ル ギ ー 製 鉄 工 場 の ・つ を こ の 新 し い 事 業 の 中

心 と す る の が よ い と 彼 は 考 え ， 次 の 四 つ の 候 補 企 業 ， す な わ ち ， 剛 ク ー バ ン
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(Couviii) の ア ン ノナ ン ＝ジ ャ ン ダ ル ム　ロIann(iU'111 (it'll(larnie)バ2) グI卜 －ヴ

ニ ェ,Grieveanee) の オ ル バ ン(Orbai 礼 仰 シ ャ ル ルしに川) ユ ア ー ル(lliiarl),

ル ス ラ ンの コ ッ クリ ルの う ち， そ の ケ地 条 件 の良 好 なこ と と， 経 営 れの 優 秀な

能 力 の ため にコ ッ クリ ルを 選 択 し た 。

オ ラ ン ダ政 府 は レ ント ゲ ン の 勧 告 を うけ 入れ て,    1823年 に ジ ョ ン・ コ ッ クリ

ル に対 して ， ス ラ ン 製鉄 工 場 を 拡 大 し. 再 組 織 さ せ る た め に 多 額 の借 款 を'}■え

た。 ジ'ヨ ン ・コ ッ クリ ルは こ の 借 款 を10 年 間 に 棒 鉄 で 返 済 す るこ と に同 意 し た。

そ して 製鉄 の 最 新 の 技 術 的 改 良 の 原 理 を 教 え る た め に， 彼の □

お よ び ナ ミュ ー ル(Namur) 地 方 の 製 鉄 業 者 を 入れ る こ と も 承 諾 し た ， ジ'ヨ

ン ・ コ ッ クリ ルエ 場 に与 え ら れ た 新 し い資 本は コ ー ク ス高炉 ， 圧延 機 お よ び 剪

断 機 を 建 設 する ため に使 川 さ れた 。 スラ ン は こ う し て欧 州 最 人の 総 介的 収l:t

企 業の 一つ と なっ たっ 銑 鉄 お よび 機 械 は 同 ・ に場 で ・肯的 に 製造 さ れ た

ジ ョ ン ・ コ ッ クリ ルは1823 年 に 兄の ジ ェ ー ム ズが こ の 企Si の杵 株 を売 却 して

以 来， ス ラ ンエ 場 の 唯 一人 の 責 任 考と な っ た。 ス ラ ンr. 場 は 人拡 張 に もか か わ

ら ず， 生 産が 法 文 に 間に あ わず， さら に 拡 人 す る た め にい:額 の資 本を必 要と し

て い たっ ジ ョ ン ・コ ッ クリ ルは ウ ィリ ア ム1  ill-に援 助 を 要 請 し たり りi-.は1825

年 に 同 工 場 に100 万 フ ロ リ ン を投 資 し， 企 業 の 参 加 乃 と な る こ と に ㈲意 し， こ

の 大企 業 と密 接 な個 人的 関 係 を 結 ぶ に い た っ た。 フ ラ ン スの□ 人'U. 1し次コ ン ツ

ェ ル ンで あ る シ ュ ナ イ ダ ーお よび ド ・ ヴ ァ ン デ ル が， 時 の 政 府 と密 接 に結 んで，

そ の大 き な援 助 を受 け た こ と は す で に 述 べ た と ころ で あ るが,   コ ッ クリ ルもそ

の 例 に も れ な い こ と は 興 味 深 い 。1825 年 に 始 まっ た コ ッ クリ ル の 建 設 巾喋 は1830

年 の 革命 時 に も続 行 され,   1834年 に な っ て よ う や く完J' し たし

1830 年 頃 ， ベ ル ギ ーの 工業 は 西欧 人 呼 で も っ と も 進 歩 し てい た。 例え ば 行炭

生 産 を みて も， フ ラ ン スは ウ ィー ン会 議(l 制f)年) 以 後 に は 條か に 年I>'fi8()万ト

ン ない し90 万 ト ンで あ り,   1828年 に な っ て も177 万/|,00( ト ンで あ っ たが ， ベ ル

ギ ー は1800 年 以 後， 政 治 的 不 安 定 に も か か わ ら ず 令 産 粟 が急 速 に 発展 し， 】830

年 頃 に は 約300 の 炭 坑 が あ り， 平 均 約100 人 を 雁傭 し， 年 間fiOO万 ト ン 以1 。`を採

掘 し て い た， そ の後 の20 年 問 に も生 産 は 急 速 に 増 人 し た が， ベ ル ギ ー の国 内 需
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要 は さ ら に 急 速 に 増 加 し て,   18-10年 ま で に は 英 国 炭 を 輸 人 し な け れ ば な ら な く

な っ た ほ ど で あ るト　 ベ ル ギ ー は19t ≫:紀 前t に お い て 英 国 と 同 し 歩 調 で 工 業 的

発 朕 を 遂 げ た 欧 州 人 陸 唯 一の［n で あ っ た ， と ク ラ ッ パ ム は 述 べ て い る 。

1830 年 に ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル の ス ラ ン エ 場 は2.500 人 を 雇 傭 し ， ひ じ ょ う に

多 種 に わ た る 鉄 製 品 を 生 産 し て い た　 ま た ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル は リ エ ー ジ ュ お

よ び ス ラ ン の 「 場 の み に と ど ま ら ず ， は る か に 広 汎 に そ の 勢 力 を 伸 長 し た の で

あ る 。 彼 は 欧 州 の 各 地 で 多 数 の 新 企 業 を お こ し,  製 鉄 工 場 ， 繊 維 工 場 お よ び そ

の 他 の 」:場 を 建 設 し た ， し た が っ て 資 源 の 確 保 は 重 要 問 題 と な り ， 国 内 に お い

て は 石 炭 資 源 を 独 占 的 に 所 有 し て い た 。

3. ベルギー国家との密接な結合とコックリル・コンツェルンの形成

しかし1830年の■1'丿命によりてジョン・コックリルは大きな打撃を受けた。ベ

ルギーは独,V を得たが，それは経済に脊しい混乱をもたらした。オランダとベ

ルギ‥との問に幟争の危険がある限!),   有業活動は沈滞していたし，関税障壁

はベルギー に業家の巾場であったオランダおよびオランダの植民地から彼らを

しめ出した。そのI".オランダはアントワープがルール工業地帯と行っている多

額の通過貿易をオランダの港へ移そうと努ノjしていた。

1830年代初間の不安定なベルギーの経済・政治情勢によって，ジョン・コッ

ク'J )レはひにょうに困邨な令融有情に陥った。事業は当時人量の生産を行って

はいたが， オランダ政府（革命後はベルギー政府卜 および個ん債権者に多額

の几債をいっていた
い

例えばリエージュの有名な銀行家，デュボワ（Dubois)

からは180 万フランを借りていた
い　

しかしジョン・コックリルはこの困難な時

朗を乗りきった。

ベルギー に業外は信川を回復しつつあり，ソシエテ・ジェネラル，ベルギー

銀行(BaiKiiu' (le Be収i
卯e）,リエージュ銀行(Bai 叩le di' I.i佃＼.1835年創立）

竹が， に某企業に対する
。公融を助けた。コックリルとソシエテ・ジェネラルと

の関係はこのころからすでに著しく緊密化してきたのである。

コックリルがベルギーの人服:に業家としての地位を再確立するのに成功した
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のは，兵器，レール. 車両, 機関車等の製造業者としてであ丿だ。かつてはウ

ィリアム1 世に機械，蒸気機関の生産者としてとり入ったのであるが，今度は

コックリルはレオポルド1  til;に彼の牛。産する人砲や機械なしにはベルギ一－は何

をすることもできないことを納得させようと努ノjした　すでにそれまでにもコ

ックリルはベルギー軍隊に対しては兵器を，国有鉄道にはその・E払没備を供給

していた。

ベルギーの鉄道建設は1804年にリエージュの人砲 に場に敷設されたのが殼初

で に れはベルギーのみならず，大陸最初であるハ　それから炭坑にも敷かれ

るようになった。これらはもちろん機関車なしの鉄道であったト，ベルギーで

本格的な鉄道建設が始まったのは独ヽ''.後である。ベルギーは民間資本および民

間企業が鉄道をつくる実力を持っていると号えられた少数の国の 一つであった

が,   1833年秋の議会の討論の結果，国家の名誉のためもあり， また訟K 装を系

統的に組織する必要もあってベルギーの鉄道計画は国家的服装であるべきこと

を決定した，この計画は1834年5 月に議会を通過し，たたちに杵丁■. された。

ベルギーは西欧大陸における交通の要衝にあるので，その地刈的位置の利益

を開発するような鉄道網を計画した。すなわち鉄道建段計画は北と南（アント

ワープ，マリーヌ，ブリュッセル，モンス，フラン割,      !|iと【川（オスタンド，

ブリュージュ，ガン，マリヌ，ルーヅアン，リエージュ，ドイツ）を結ぶ交叉

線をもって始まり,   ifンから四方のリールへ, ガンから北方のアンド ハープヘ，

ティルルモンから束のサン・トロントへ，ブレーヌ・ル■ -Jントから南のシヤ

ルルロワ，ナミュールへと支線がひかれ，ベルギーは災匪　フランス，ドイツ，

オランダと347マイルの鉄道によって結ばれることになった
い

この建設計㈱は1844

年までにほとんど完成したI几

この鉄道建設に参加することによって，ジョン・コックリルの金貨はさらに

大発展をした。国内および国外からの注文に応じるために彼は叫び工劣を拡人

し，第二番目の高炉，鋼鍛造場，および鍛錬i;場を建設した。 またリJこー一ジュ

～スラン間にあるスクレサン（Sclcssin) に機即 川 げ イラー製造r.場を建設

し，ティラづ レ（Tilleur) にも工場を建設したい839 年にはスラン に場は10目
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に1 台 の 割 合で 機 関't'-.を 製 造 し てい た 川。

この 時 期 に ジ ョン ・ コ ッ クリ ル は約60 の 企業 を所 有 ， あ る い は 支 配 し て， 一

犬コ ン ツェ ル ン を 形 成 し てい た，1839 年 にJ で 。シ モ ン ズ はr ス ラ ンエ 場 の 蒸

気勣 ノ}は90().賜 力で,   16台 の エ ン ジ ンが 動 い て お り ，労 働 者 数 は2,000 人 ない し3.000

人 であ る ，リエ ー ジュL 場 で は700 人以 上 が紡 績 機 か ら 蒸 気 機 関 まで の 生

産に 従 事 して い るj の を 見て い る　 また同 じ ころ ， グレ ン ヴ ィ ル ・ウ ィザ ー ス

ぐlrein・ilk' Wit he I・ぐ はr ス ラ ン に は 炭 坑4  , 高 炉2 基， 週200 ト ン の 棒 鉄 を

土豪 する 能 力 の あ る 圧 延 ＼し場 ， 鍛 造r. 場, 機 関 車， エ ン ジ ン その 他 種 々 の 機 械

をつ く る200 の 旋 盤 を 有 す るi: 場 が あ る 」 と 報 告 し て い る 。 機 械 工 業 の ほ か に ，

ジョ ン ・ コ ッ クリ ルは 機 械 メ ーカ ーと し て繊 維 工業 に も関 係 を持 っ て い た し ，

また 貨融 機 関 との 結 びつ き も強 化 し てい っ た， た と え ば2,000 万 フ ラ ン の 資 本

を 打す るベ ル ギ ー銀 行 の 創 設(1835 年 ） お よ び 運営 に は重 要 な役 割 を 果 た した 。

繊柿 ト 衷関 係で は ， ジ ョ ン・ コ ッ クリ ルは ベ ル ギ ー の ヴ ェ ル ヴ ィエ で 羊 毛 を ，

リエ ー ジ ュ で 亜 麻 を 紡 禎 し て お り ， ア ンデ ン ヌ　(Andenne) で は キャ ラ コ を 染

色 レ こい た。 また ス パで は 繊 維 川 硫刷 お よ び紡 錘 を 製造 し た。

彼 はプ ロ シ ア に も 人:き な事 業 関 係 を 持 っ てい た。 プ ロ シ ア では 兄の ジェ ーム

ズお よ び ウ でリ ア ムが そ れぞ れ ア ーヘ ン と グー ベ ン で事 業 を営 ん でい たが ， ジ

ョンは ベ ル リ ン， グーベ ン， グリ ュ ン ベ ル クの卜 毛 紡績 工場 ， コ ッ トブ スの 綿

糸 紡 叔り ミ場 を 丈配 ， あ る い は 資 本参 ケし て い た。 そ の 町 皮は ポ ー ラ ン ド のPrzt'lbui

・(Izの 木綿 に場 ， バ ルセ ロ ナ の 木綿 工場 ， ア ム ス テ ル ダム の 木綿 品 問 服.

オラン ダ領 ギ ア ナ の スリ ナ ムの プ ラ ンテ ー ショ ン お よ び 蒸気 動力 に よる 精 糖 工

場， ス ト ルペ ル ク(Su
 lbiΓμ，

ア ー ヘ ン 附 近 ） に お け る 亜鉛 鉱 山 等 を 所 有 して

い た。 こ れ ら の 企 裳の う ち　個Sは コ ッ クリ ル家 自 身 の もの であ り， 他 は ウ ー グ

レ 炭坑 製 鉄 会社(S(
 cic't八卜Charb(  iiiiaijes ct Hants I'ourneaux d'Ougree

）, ス

クレ サ ン 炭 坑 会 社 （Sori(Mc
 (les Charbonnagcs de Sdessin) の よ う な， ジョ

ン・コ ッ クリ ル が 幹 部重 役 の ！ 人 とな っ て い る 株 式 会社 の 所 有 であ っ た。

1839 年 現 在 に おけ る ジ ョ ン ・ コ ッ クリ ルの 外 川投 資 は ロ ッ テ ル ダム の ネ ーデ

ルラ ン ト ・ ス ト ー ムフ ー ト ・ マ ー チ ャ ッ ピ ー(Nedeiiand Stooni
）oot Maatscha-
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Pij）の株式や，フランスのがール県のロビアック　(Kohiac）の製鉄 け帽 二まで

及んでいた。当時このように広汎な に業帝国を支配した企吏家は稀であー,た，

コックリル・コンツェルンの人部分の企靭よ183()'t--代の中ごろに繁栄を誇'.

ていた。しかしこのようにに大な に業的集中休のヤ部門が完ヤに成功すること

はなかなか困難で， 一剖に は失敗の例もあった，例えばフンデンヌのキャラコ

染色工場は, 数年にわたる政府の補助があったにもかかわらず， ・時閉鎖され，

その後製紙工場に転換した1ヘ

1841年に英国議会の「機械輸出特別委貝会」卜山ct Coiiiniittet' -n tin- λportation

of Machinery) が出した報告は, 当時のベルギーの機械i;業の進歩し

た状態について大要次のように述べている。

「ベルギーは機械工業に関する限り，英L-[-≪lのもっとも強力な競争者である

ベルギーの繊維機械は最上のマン手工スター製機械と川じ位，あるいはそれ

に近い位優秀であると考えられる　ジョン・コックリルのスランi:場は機械

工のすばらしい養成所となっている。ベルギーのもっとも有'f,なr.場はリ

エージュ，ヴェルヴィエ，ガン，マリヌ，ブリュッセル，およびテリレルモ

ンにあり，全体で約8.000 の機械業者がいる，製品は蒸気船, 機関 軋　t

毛・木綿機械，製紙機械等である。絹織物機械もつくり始めている　彼らは

大量の製品をスペイン，ドイツその他の人陸諸国, 南北アメリカ，エジプト，

トルコ等に輸出している，」

しかし繁栄の頂点に立っていたジョン・コックリルも1837年の商裴恐慌の嵐

から逃れることはできなかった。ベルギーの工業家達はi町欧の他の諸岡と回様

に，過剰生産，過剰在庫，および㈲祭情勢の不安定から強い打撃を受けた。

ジョン・コックリルが多額の投資をしていたベルギー銀行が支払いを停iトし，

彼が予想していたパリからベルギーまでの鉄道川レールの注丈を確保すること

ができなくなった時，彼は債務を支払うことが不吋能になった。彼の資l'i'は少

なくとも2,600万フランの価値があったから，彼の債柿者達の2,600  万フランの

貸付金は十分に保証されていると考えられた。ジョン・コックリルは協働折の

グスタフ・バースターおよびピエルコットに対して，彼の債伶者の要求を満足
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さ せ る た め に ス ラ ン お よ び リ ェ ー－ジ ユ のi: 場 を 除 く 彼 の 令 資 産 を 漸 次 処 分 す る

こ と を・許 吋 し た　 し か し ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル の 債 権 者 達 は 会 社 の 経 営 に 彼 等 の

代 八 折 か ら な る 姿t1 会 が 参 加 す る と い う 条 件 で ， 彼 ら に 対 す る 支 払 い を 一一時 延

刈 す る こ と に 回 意 し た 。 こ の 委 員 会 は 。 コ ッ ク リ ル の1 ニ場 が 株 式 会 社 に な る べ

き こ と,    100 万 フ ラ ン の 借 款 を 国 家 に 要 求 す べ き こ と を 提 案 し た 。

し か し ジj ン ・ コ ッ ク リ ル は 独 帽 虫歩 を 続 け る 決 心 を し　 ロ シ ア か ら レ ー ル ，

機 関 軋　 巾 両 の 人 厄 注 丈 を 確 保 す る こ と に よ っ て 彼 の 企 業 を た て 直 す と い う 計

山 を た て た 丿"l 時 ロ シ ア に は 僅 か に　・本 の 短 い 鉄 道 （ セ ン ト ・ ペ テ ル ス ブ ル ク

カ` ら ツ ァ ー ル:i  X. ・ ソxu　 じt 帝 の 夏 の 別 荘 の あ る 土 地 ） 間 の27 キ ロ メ ー ト ル

の 鉄 道 ） が あ る だ け で あ っ た 。

コ ッ ク リ ル は ロ シ ア 皇 帝 に そ の 広 人 な 領 土バこ鉄 道 網 を 建 設 す る こ と を 進 言 し

よ う と ぢ’え だ ‥ 彼 は 不 帽 二も 交 通 卦 故 で 重 傷 を 負 い ， そ れ が 回 復 し た ば か り で

あ っ た が ， そ れ に も か か わ ら ず ロ シ ア ま で 長 途 の 旅 を し て 直 接 皇 帝 と 会 見 し た 。

し か し つ い に 目 的 を 達 す る こ と が で き ず ， 帰 国 の 途 中 熱 病 に 冒 さ れ,   1840 年6

川 叫| に50  歳 で ワ ル シ ャ ワ で 亡 く な っ た 。

彼 の 債 権 者 達 は ジ ョ ン ーコ ッ ク リ ル の 資 産 の　 一部 を 売 却 し た 。 し か し 企 業 の

心 臓 郎 で あ る ス ラ ンi: 場 は 資 本 金 に250 万 フ ラ ン の 株 式 会 社 と し て 再 組 織 さ れtz.

，そ の 株 式 のT- 分 は ベ ル ギ ー 国 家 が 所 有 し た 。 こ の 会 社 は ウ ー グ レ ・ マ リ ェ

什 と 人 介 同 を 行 う ま で ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル 株 式 会 社 （Sociel かΛnonynie JohnCo

山 川1) と し て 作卜: 折の 名 を 冠 し て い た 。

ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル の 甥 で あ る コ ン ラ ッ ド ・ グ ス タ フ ・ バ ー ス タ ー は そ の 社

長 と な り ， ス ラ ン に揚 の 円 建 に 大 き な 役 割 を 米 た し た ／ 数 年 の う ち に こ の 大 冶

金 機 械 会 社 は 心 び 健 令 な 金 融 的 基 盤 を と り 戻 し た 。1848 年 に は オ ス タ ン ド ～

ド ー バ ー 航 路 の 殼 初 の ベ ル ギ ー の 蒸 気 客 船 が ス ラ ン で 建 造 さ れ た 。 翌49 年 現 在

にお け る ス ラ ン エ 場 の 機 械 生 貯と額 は
。に800 万 フ ラ ン に 上 っ た 。

1) 」. II. Clapiiani, E,nn 。mi・,・ Di'v,l¥)n・nl of /。>a nee a)ul (,rina,iv IS15- 191・;, 。1923. p. 58.2)V

へ。'. C . Ik'iulrrs,n. /iH/,in un/ Industrial Europe 175 ノー1ざ70. 1954,
 pp. 102 －103.
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3)    以 下 コ ッ クリ ル家 の 歴 史 に 関 し て は.   i-.と し てllolUllTSOIl 前掲,'lK 町 はり,ドを 参

照 。

4)     Clapham.  op. cil・. pp. 57-58 ，

5 ） 沢 付宏^ 牡 界 各国 の 製鉄i: 粕 引2 乍 に 川:',91't

6)     西欧 大 陸 酸 初 の コ ー ク ス 鳥如 は シュ ナ1"  ダー の ル ■   九し 一/- 一【;場 で17sr,<ト12

月 に 火 入 れ さ れ た が， スラ ンの コ ー クス 鳥 炉 建 設 は こ れ よ り か な り遅 れ た こ と に

なる 。

7)     Henderson,  op。砲。I'P、IZふ-l'lA.

8)     Clapham.  op. ril.. p, 57.

9)     Ibid。. p. 58.

10 ）Ibid,,  pp. 140-142.

11)　Henderson,  op. rit.. p.127 、

12)　Ibid 。, pp. 128-129.

第3 節　ジョン・コックリルの近代的重工業コンツェルンへの

成長と国際的支配網の拡人

1 . ベルギー重工業の発展と大銀行資本との結合

19世紀前半におけるベルギーの鉄道建設ブームは，ベルギーの| 渫 を杵しく

発展 させ た，こ の時 期 （1830 ～初 年） に， クイエ 【Coui】let）. ウー グレ

（Ougreej, エスペランス（i｛sperance八　スクレサン（Sclessinレ 悼の人製鉄所

が創設された，また銀行資本の発展も急速であり，1822年には人規膜な に業助

成銀行ソシエテ・ジェネラルができ，今日まで重工業の金融的 支配者としてコ

ックリルを中心とした大重工業コンツェルンと緊密に結びついている。 1835年

にはべルギー銀行ができ，さらにリエージュ銀行（圃an(|ii(' IM'iivt isc）も創設

された。

この中でもとくに重要なのはソシエテ・ジェネラルで，ベルギーの多数の席

業部門の代表的企業をその傘下におさめ，事・実上ベルギーのほとんど令経済に

わたって支配力を握っているベルギー最大の金融資本である√前述のように，
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表10- 3　 ベルギー鉄鋼生産
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ソシエ テ・ ジェ ネラ ルは1822 年8 月 に ブリ ュ ッ セ ルで 最 初の 投 資 会 社 と し て オ

ラ ン ダの ウ ィリ ア ム 白 こよ り ソ シエ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル・ デ ・ ペ イ ＝バ(Societe

（C'iU'fak' ck'S I'avs・Bas） の 粕 肯で 創 立 さ れ た。 こ の 会 社 は国 庫で あ り， 発 券 ・fff

分銀行 で もあ っ て ， し 業事 業 体 の 債 務 を引 き受 け ， ま た 各種 企 業 の 創 立 に も

参加 し た。 そ れ と同 時 に 日 交の 財 政 に 緊密 に結 合 し た|目式 な 信 用 機 関 で も あ っ

た1≒

1830 年の 政 治 的 変 革で ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネラ ル ・プ ー ル ・フ ァヴ ォリ ゼ ・ ラ ン

デュ ス ト リ ー ・ ナ シ オ ナ ル(S(  cielO  GeneΓale pour favoriser I'industriel

ばionalc ） と 改 名 し,   20 |H:紀 に な っ て か ら， さ ら に ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ,ラ ル・

ド ゜ペ ル ジ ー ク（S(
 （iotや（岫 仔ralc de 1列giqiie

） と な っ た 。 そ し て フ ラ ン スの

クレ デ ィ・モ ビ リ エ と ㈲様 に,   ベ ルギ ー の 金 融資 本 の 発展 ， 事 業 銀 行 の 発達 に

人きな 貢 献 をし たの で あ る 。

こ の時 期 には ベ ルギ ーの に業 も 皆し く 発 展 し た。 製鉄 量 に よっ て そ の 発 展 ぶ

りを 他 の欧 米諸 国 と対 比 的 に 示 す と 表10-2 の と お り で あ る。

生 産 祐は 他 の 諸 川 に比 べ て 少 な い が， 人目1 人当 た りで は 英 国 ， 米 国 に 次 ぎ

第3 位 を,',-め て い る 。

そ の 後の 発展 もめ ざ まし く ， 表10-3 の よう に 増 犬し てい る。

け 匪紀 後 半・に ベ ルギ ーの 鉄 鋼 業 は 大 体5 倍 に拡 大 して い る 。 こ と に1870 年 代
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年

lSfi-t

1867

1870

1873

1875

1877

1878

表10- 4　 ベル ギー製鋼業
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か ら ベ ッセ マヽ-お よび

ト ーマ ス 製鋼 法 の 発明

に よっ て ベ ルギ ーづ ）製

鋼 衷は 急 速 に 発展 した

の で あ る （ 八io- n

コ ッ クリ ルの スラ ン

し場 は こ の よう な めざ

ま しい 発展 の ト パプに

立っ た。1880 年6 月に ブ リ ュ ッ セ ルで【剛ll さ れ た 令国| ミ茫陣 覧 会に お い てしJ

と も 注目 すべ き出 品 の 一 つ は コ ッ クリ ル社 の も の であ っ た　 災国 鉄 鋼 協 公機関

誌 けhe  Journal o卵he Iron  and St即日'iistiluli'｝ の1880 年 第1  '']・は 同 社の 多 力 而

に わ た る 出品 品 目 を次 の よ うに 伝 え て い る ，

山　 コ ッ ク リ ル社 が 採 掘 し か石 炭 お よ び 鉄 鉱 石

(2） 銑 鉄 お よ び 鋼 の 見 本

(3) 鍛 鉄 の 見 本

圃　 千 馬 力 の ポ ンプ ・エ ン ジ ン

⑤　 ス ク リ ュ ー ・ スチ ーマ ー用90 馬 力 エ ン ジ ン

㈲　 パ ッ ド ル ・ スチ ーマ ー川7O 馬 力 エ ン ジ ン

⑦　 各 種 機 関 車6 台

(8) ボ イ ラ ー2 台

（9 ） 石 炭破 砕機

㈲　 攻 城 砲

㈲　 野 砲2 台

㈲　 山 砲

当 時 同 工 場 は370 エ ーカ ー の 敷 地 を 占 め，9,000 人 の 労 働 行を 雁傭 し， 年祁 万

ポ ンド の 賃 金 を 支払 っ てい た， 合計 丿万l.fiGO馬 力 の280 台 の 蒸 気 機 関 を 設備 し

て お り， 工 場 の 帳 簿 価 格 は150 万 ポ ン ド に上 っ た。 1817 年 の印ト ミ以 来， こ の 年

まで に4 万8,500 台 の 蒸 気 そ の 他 の エ ン ジ ン,   佃0 雙 の 船 舶 ， そ の 他 製品 を 製造
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表10- 5　 ベ ル ギ ー 石 炭 鉄鋼 生 産

㈹じ 丿i ト

したし

卜川l場は1 日約1 .000 1-ンの

町炭および-J ークスを消費し，

呼々の鉄鋼品のほか1 年に機関

帽oo 台, 据付川および舶用エ

ンジン70台，鉄僑l 万トン，鉄

船い雙その他を製造する能力を

持っている。その裂品の多様さ

において，フランスの ル・ ク

ルーソー に場を除き比肩するも

のがないといわれた几
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1893-94 年 度 にお け る 生 産 は　　 卵り:B・-ilish ln.n and SUぷl゙ヽ'・,'riuuいlいin. ・-.J一

銑鉄If)万5,000  1-ン(I'llf年 よ り8.000 ト ン増 加), 粗 鋼11 万7,000 ト ン， レ ー ル7

万2.000 ト ン に レ
タノL-,.す な わ ち 令 国 生 産 に

占 め る 割 合 は， 銑 鉄 が19 ％, 粗 鋼

は28 ％ に達 する 。

稼 働 高炉 は 丿.t あ り， さら に 人 刈 の 新 高 炉1 基が 翌 年 火 入 れ さ れた=  1891年

現礼 でベ ッ セマ ー転 炉1  坊， ド炉3 基 が 存 在 し た。 コ ッ クリ ル杜 の ベ ルギ ーに

おけ る 利 益 は 約8 万 ポ ン ド で， 他 の 財 源 か ら さ ら に2 万5.000 ポ ン ド の 利 益 を

あげ てい た几

2.   20世紀初期の拡大と合理化運動

20 III;紀に入るとベルギーの鉄鋼生産は，第1 次人戦直前と大戦後の1929年を

泊点とした好況の時代にめざましく増人している　ぐ夫10- 5 )。

第I 次k 祓後の時代には|il:賜的に産業の介理化運動か推進されたが，ベル

ギーにおいても田辺・合川化運動による改善は大きかったと思われる。しかし

公休としてフランスよりも近代化にv.ち遅れた。ベルギーの人部分の重工業企

靭よ， 一部の生産部門は完令に近代化したが， に場令体を近代化せず，したが

ってかなりの内部的不均衡が現われた。例えばウーグレは製鉄部門は完全に機
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表10- 6　 ベ ル ギ ー 鉄鋼 会 社資 本 金

(1926 年)

l甲一位: 卜 いレギ　………タj,・

ジ ョ シ ・ ニト 。. '; i| JL・

・"'; ー グレ ・ マ リ エ

エ ノー－

プ ロ ヴ フ ダン ス

ア ン グラ ー ル

ア チ ユ ＝ グリ 一一ヴゴ'. J
- - － 一 一

一 一 一 一

98,75(1

L'りKI 、(K)(I91

 :mvaS'i

 、itOilSfl

 ,りV 1(1ti(i.11(1(1

出叫: ;i;卜・!;-  「匪緊各国の製鉄i.栗」 111・il'l

表10- 7　 ベ ル ギ ー 製 鉄工 場 規模 （1936 年 ）
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械化したが，製鋼部門ははるかに旧式であり,   1933年ごろその　一部はほとんど

原始的な状態にとどまっていた。しかるに圧延部門には最新式のモルガン・ス

トリップミルがあった，コックリルは反対に製鋼部門を皿点的に改良したいす

なわちコークス・ガスによって加熱されるず炉の建設，アメリカ式ブルーミン

グミルおよびセクションミル，半連続式ロッドミル等の設置

な設備の改善は戦前にも企図されたが，幟争による,',-いi;場の破壊がその実現
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を容易にしたのである。，しかしコックリルで

は高炉および発電機はあまり改良されなかっ

たト こうした不均衡の結果，せっかくの ー

部の近代化の努ノjもその効力を最高度に発揮

することができない状態であった。

1闘fi年におけるベルギーのも要鉄鋼会社の

資本全および1936年における各社の規模は表10-

6 および衣1(ト7 のとおりである。

3。ウーグレ・マリエとの大合同

表10- 8　 ベ ル ギ ー 鉄 鋼 生 産

単1……: T 卜 丿・

1929

1938

19-19

19引

陶5319S5

・1.り,l 1 12.4263.7-19

・4.868

1

■i ,218 
，5.384

・1.109

2.279

3,8-19

5.054

4.531

5.889

(II 叫 ： フラン ス鉄鋼連a  「統計」」報」195-1

年い い;-.   1956年2  n '・',■

第2 次人戦後のベルギーの鉄鋼生産高は,   195・1年ごろまではそれほど著しい

発展を示すことはなかったが. m. 争中の設備の老朽化と戦争による破壊のため

に，近代化および再建が盛んに行われた。また戦後における多数の競争国，こ

とに米国の技術的改善に対抗するためにも，近代化はぜひとも必要であった。

企裳の内建は競争ノjを強化するために生産の専門化をいっそう推進することを

考慮して行われた。そして)1-.延部門と同様に製鉄鋼部門にも力を入れた。べ・レ

ギー一鉄鋼業の叫建の状態を簡単に述べると，主としてトーマス銑および鋼を生

命する に場は帖,hの11HI澗 の改善に努力し そのため戦争直後から旧式高炉を新

たに姓設し心すことに努め,   1955年現在では日産SOOトン以上の能力を持つ直

径5 メートルI'X ＼:の高炉が6  i肩丿化する。さらに2 基が新設中であり，既存高

炉も人規模に改修されている
い

鉄鉱石の操業は著しく機械化された。また製鋼

部門も拡人:されており, n; 延部門では小型形鋼および鋼板が著しく発達してい

る肌

その結米ロ5r)年のベルギーの鉄鋼土産は政此の最高生産高を示した1929年に

比較して，約35 %ないし40％も増加している( 表10- 8) 。

1952年には米川の川内市場に匹敵する消費者を持つ欧川石炭鉄鋼共同体が設

立されて，鉄鋼生産の集中および介理化はいっそう促進されることになった。

そのためエノーとサンブル・エ・モーゼル社の介併によるエノー・サンブル社
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の 設 立。 ジ ー ヌ ・ ジ ル ソ ン 社(S. Λバ'sine C川sons)　 に よ る ポ‥ ム げ 延

（Laminoirs de Baun 副 の吸 収 等， 活 発 な 企 業 の 丙 編 成 と 襲 中 化 か 行 わ れ た ，

そ の 中で も もっ と も 画期 的 な， 匪 界の 注 目 を 集 め た も のが こ の シj ン ・コ ッ ク

リ ル と， ベ ル ギ ー の も う ーつ の1-  会 社 ウ ー グレ ＝マ リ エ （。0 IIKI・(.''eMariha＼(り

（詳 し く は 後 述） の 大 合同 で あ る ，こ の み川 に よっ て で き た ゴ ッ'/  I] Jレ・ ウー

グレ 社 は ベ ル ギ ー鉄 鋼 生 産 の 約t 分 を 占 め るk 現 模 な も の とな っ た

合同 直 前 の ジョ ン・ コ ッ クリ ルの 鉄 鋼 部 門 は. I 日米の スラ ンi: 場 の ほ か に，

すで に1945 年 に ア ン グラ ー ル・ アチ ュ　(S. A. d ’AnKlcur-Alhus) を 介 併 し で，

そ の アチ ュ と グリ ーヴ ニ ェ の2 工場 があ っ た ，年 間 生 産 能 ノi勁計 約 □(1万 ト ン

の 高 炉14 基 （ スラ ンに8 基， ア チ ュ に6 基 ） があ り, スラ ン け 馴こは 塩 基性ベ

ッセ マ ー転 炉8 基 に 平 炉4 基 ， 電 気 炉3 基,     分塊r 場 ， 形鋼 お よび 人 聖厚 板 に

場 ， 鋳 造 工 場 ， 鍛 造 な ら び に ロ ー ルT 場 があ り， ま た アチ ュj 万場 に は 塩 基性 ベ

ッセ マ ー製 鋼 工 場 ， 棒 鋼, ビ レ ッ ト， 線 材 の 各 に場 ， リ エ ー ジュ の グリ ー ヴニ

ェ エ 場 には ， 平 炉3 基 ， 人 型 中 型ヅ 板 な ら に び 薄板 工 場 が あ る

全 製 鋼 工 場 の 年 間 能 力 は 塩 基性 ベ ッ セマ ー鋼99 万 ト ン, i'-炉 鋼22  )jト ン， 電

炉 鋼2 万8,000 万 ト ン，
 r 1

計123 万8.000 ト ンで あ る ，ペ ッ 七 マ, 一一鋼 は エ スベ ラ

ン ス ＝ロ ンド 社''   （Esperance- レn μdoz) と共 有 のi; 場 か ら の 酸 ぷ 送 人に よ って

生 産 し て い るっ 銑 鉄 生 産 能 力 は100 万 ト ン以 上 であ る。

圧 延 部 門 で は 広 範 囲 の 圧 延 製品 を 牛。産 し てお り， ま た 各種 の 鍛 鋳 鉄 製品, 鍛

鋳 鋼 製品 を 製 造 し て い る 。

そ し て こ の 鉄 鋼 部 門 の 上 に はエ ン ジ ン， 蒸気 機関 帆　 そ の 他 行種 機 械 の 人規

模 な 機 械 工 場 があ り， ホ ボ ケ ン に は い:人 な造 船 所 も所 有 し てい る町 コ ッ クリ

ルは 鉄 鋼 部 門 だ け を と れ ば， 吐 界 の 鉄 鋼 業 の 中で ず ばぬ け て 人 きい と い う わけ

で は な い が ， 鉄 鋼 生 産 に と ど まら ず， さ ら に機 械 部門 にの び て い る こ と に 注目

せ ねば な ら な い ， また 鉄 鋼 部 門 の 下 に は炭 坑 ， お よ び副 製品 に場 の 附 属 レ ごい

るコ ー ク ス工 場 を 所 有 し て い る， こ う し た 原 料 か ら 高皮 の機 械 製 品 まで のli 人

な垂 直的 集 中 体 と し て の コ ッ ク リ ル は, 唯 に鉄 鋼 部門 を とり［lげ て み た だけ で

は想 像 で きな い よ う な ひじ ょ う に 強 人 な 実力 を持 っ てい る 。
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 I    "J
前 の 資 本 令 は13  億5,000 万 フ ラ ン で,    63 万6.000 株 （無 額 閲 ） に 分 か れ て

い た　 従 裳 □ は3 万5.000 人 で あ っ た 。

2)

が

卜

吊

6)

7)

K. Rirfniann,  ルl,iliがunns u. Fina,iz,ru 以(.'cs.・llschaiten.S. 127

riu- Jounuil of 111,' Iron and .V((・d /llS/1・函lr. 1880.  I.

7/1,' jfun心( 卵/!(■ Iron and  Slげ同 心・liliit,: 188-1. II.

Thr  luunial nf llu・Iron and SU・・I Inslihili・。χ89r.. 1

I), I.. Burn,  r 臨づ■lro}u>柚r /IlSl司リIf  Sleel。心viμ/S67-1939.  pp. 410-411.

liai叩It* dr Bruxellcs s. A., /iultetin /。'inancier. No. 23.

S.  A.  MelallurniqiK' d'Ks|)cTaiu-e士(i以tloz は 約120 年 前 に 設 立 さ れ,    Jemeppe.SrrainK.

 l.oiiKili z に モつ の 冶 金i: 場 を 持 っ てい る ， ス ラ ン に は 年 産 合 計40 万 ト ン の

鳥 畑.) 雌が あ り,   きら に 入り の'' 'J'高炉 が 建 殿 さ れ た ， 出 産650 ト ンド コ ー ク ス

炉 は ドUヽiii爪 べとaiuli'にあ る　 塩 坊性 ペ ッ 七 マ ーi: 場 も ス ラ ン に あ り,   50万 ト ン の

能 ノ]仝 もっl(i万口
‥oo

ト ン 転炉-l  基 に コ ッ タリ ル 杜 と の共 有 の 補助 工 場 か ら の 酸 素

送 人法 が 採Hi され てい る 。

iS)      Hand 心 川lt. 22 Juli 1955,

第4 節　コックリル・コンツェルンの構成

ジョン・:i ツクリルはソシエテ・ジェネラル・コンツェルンのー・重要構成分

＼で あるが，それ自身l＼人なコンツェルン網を形成している。コックリルは子

会什だけでも2()以上所有しているが，そのトなものは次のとおりであるIし

剛　ソエ ルゾ ラ テ ←ル　(C( mpaKi張ヽ des ドITS  Blancs el Toles a Froid―I'"('l-l)l;itil,

冷川mモ延ブリキ板会什)

所化地はリユテ イッヒのテイラールであり，新しいコックリル・ウーグレのI

 1 |l'
】休の中に完令に融介された。この会社の資本金は4  fきS,OOO万ベルギー・

フランで邨万株に分かれており，その申ジョン・コックリル社は25万株，すな

わらri5.6％を所有していた。 またコックリル社の背後にあるソシエテ・ジェネ

ラルが内接この会社の株をG.5 ％所有していた。この持株が新たなコックリ
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ル・ウーグレ削司体に入りこむから，ソシエテ・ジェネラルの新介川体に対す

る支配割合もそれだけ増大することになるー

フェ ルブラティルは!950～51 年に初めて生産を開始した新公社であ……I ご,1948

年に，コックリル，ソシエテ・ジェネラル，ドロワごマテ ずアン製板公什

口oleries Dello＼eMatthien s. Λ工　 リ エー ジ-:..   令 融 産 変 速 介 （ドnionFinanciere et

Industriflle Li吸eo心）冷によって附設されたものである　ブリ

キおよび冷間圧延薄板をつくる最新式のストリップ・ミルを持っておi). 年庄

能力は板12万トン，電気メッキ・ブリキ6 万トンである。

（2) ドロワ＝マティアン製板会社

同社は前述のようにフェルブラテ丿 レの建設に参'少したコックリルのj’・会社

で，工場はユイ(Huy.  March ㈲ およびレジッサ(H 収issa・Marc'hin)にある，

熱間圧延薄板, ダイナモ板，特殊板の製造会社である，

（3） ニノー＝サンブル製鋼会社(Ste  NlclallurKiquい; 郎aul-Sai油＼'V s. Λ)

コックリルのもっとも有力な]'一会社の　・つで,    1955年にエ ハー杜(S. Λ.Usines

Metallurgique du Hainaul)　と サ ンブ ル・ エ・ モー ゼ ル 社 （S.A,Metallurgique de Sambre

et Moselle) の∧lつの製鋼会社が介併してできたもの

である，

サンブル・エ・モーゼル社はモンティニー－・シュル・サンブ ル(Mon 面iiii'Ssur-Sambe

）およびシヤテリノ―   （Chatt'lineauり　に に場があって，高炉^ 坊

トーマス転炉5 基（各20トン)，およ叫玉延 に場を持っている。また石灰石の

山，コークス工場，鋳物工場等も所有している。剣"■] "1時の製鋼ぷ・よ6oノバ ンヽ

以上であった。

サンブル・エ・モーゼルは1898年の創立て あるが，　リ丿エノ- -社もそれに劣

らず古い会社で，資本金は3 億5,000 万ベルギー・フランである。　ク 仁L に奴

新式の上場があり，高炉4 基，トーマス転炉4 基， ドヽ炉2 基，川延y.場，きら

に機械工場もあって，機関'!■:を裂造する，銑鉄および枇鋼の生産能力はそれぞ

れ40万トンであった，したがって，エ ノー ＝サンブル社の年問製鋼能力はIO( 

万トン以上に1こる，
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ベ ル ギ ーお よ びフ ラ ン スの 諸 会 社 が エ ノ ー ＝サ ンブ ルの 株 を 所 有 し てい る が ，

そ の う ち メ ル キ ユ ー ル 竹 理 参 り 公 社 （Societむde Gestions et de ParticipationMerciirc. Pans)

の 持 株 比 率 は20 ％ で あ る。， し か し同 社は 実 は ド イ ツの フリ ー

ド リ ヒ ・ フ リ ッ グの100 ％j'喰 柱 で ， フ リ ッ グ所 有 に か か る フ ラ ン ス 会社 株の

管 理 を担 当 して い る

ifi 人の 株 七は ジ ル ソ ン ・ グ ルー プ(Gilsi  巾　と提 携 し て 参与 し てい る ソ シエ

テ ・ ジ ェ ネラ ルであ るI，ジ・ル ソ ン ・ グ ル ープ は 前述 の ユ ジー ヌ・ ジ ル ソ ン とい

う特 殊 鋼 会社 を も所 有 し てい る。。

エ ノ ー_ サ ン ブ ル は 白 身 多 数の 会社 と関 係 を もっ て い る が ， そ の う ち の 最 大

の もの は フ ェ ニ ッ ク ス 社(Phenix Works s. A.)　 で あ る 。 フ ェ ニ ッ ク ス・ グ

ル ープ の フ ェ ニ ッ ク ス 薄 板 址 邸 工 場 （Phenix Sheet  &  Enamelling Mills) は，

シェ ー ル 製 鉄 会 社 （Societ匹es  Ihuits Foiirneaiix de la Chiers） と と も に フ ラ

ン スの チ オ ン ヴ ィルの 冷 間IIモ延 会 社 （Laminoirs a ドroid. Thionville) の 株式 を

所 有し てい る。

エ ノ-  = サ ン ブ ル 社は その 他 石炭 ， 鉱 石部 門 な ら び に エ ネル ギ ー 分野 にお い

て次 の よ う な 会 社 の 株式 を叫 イrし てい る 。

ペ ウ タ ラ ン 炭 坑 株 式 公 社(S ‥A. dcs Charbonna ≪es de llouthalen, Bru-xclles

卜 資 本 公 の23 ％ は ソ シエ テ ・ ジェ ネ ラ ル.    7 % は コ ッ ク リ ル ・'

■; ー'/ レ.   -部は ゾ ロ ヴ・fダン スが 所 有 し てい る。

ト マ ル リ ‥ヽ コ ー ヶ ス抹 式 会ft:  (SコXイokeries de Marlv.  Bruxelles)

川 。 エ ズモ ン採 石 精錬(Can ・it'res et [・( urs a Chaux d ’Λi so 111 01示

IV 。プ リニ ー鉱 山 株 式 会 什(s<  cicle lies Mines de [5ouligny, S. Λ。. Pans)

V   . ジ.L  ネラ ル・ ザ ン ダ ー鉱 山 会 社(denoral San （ui・ Mining Co. Ltd., Lon 一

山m ）

vi . エ ノー ポ ノj連 介 抹 式 会 社(S. Λ. Union des Cenlralcs Electriciues dtiilainaiit,

 t'CI｛, 川ainaut)

Vli .　シャ ル ル ロ ワ 地 核 電 力 グ ル ー プ((;rou ）iiK'iU dos Centi・ales P^lectri（iies(Ic

 la Re 皿n  （le Chaiiいroi, 組 介 企 業Moiili 卯ies-sur・Sambi'c)
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ぶ 。 グ ル パ ン 不 動 産 ク ル ー－プづ(iroupment Immobilier  ■‘Groupim ぐ ， 組 合 企 業 。Brux(

位 引

干　 ア デ ィ ― ル （Hants [ ■■oiiriifauχ ft Acieries de ）ifferdange, Si.  IngbertKunu'lan

μi-' s. Λ。－ －hdh り

コ ッ ク リ ル は ア デ ィ ー ル に 強 力 に 参 与 し て い る が ， し か し 二 の 会 社 の 株 の か

な り の 部 分(50 ％)　 は フ ラ ン ス の マ リ ヌ ・ エ ・ サ ン ＝テ チ エ ン ヌ　 ヅ デ ロ ー

ル ・ グ ル ー プ ） に 所 有 さ れ て い る 。 し か レ ノ シ ェ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル の 所 有 す るir)

％ の 持 株 と 併 せ て ， コ ッ ク リ ル の 勢 力 は か な り 大 き い 。

ア デ ィ ー ル は 自 身 デ ィ リ ン グ ン 製 鉄 会 社 （Diliineen Hiittenwerke ）, シ ャ ン

パ ー ニ ュ 冶 金 株 式 会 社(Ste  M 吋allurKitliit' de Chanipa μne S
‥A 。

） お よ び 多 数 の

炭 坑 ， 鉄 鉱 山 等 を 所 有 し て い る
。

ア デ' i -バ レの 土 産 能 力 は1950 年 現 在 で 銑 鉄100 万 ト ン ， ト ー マ ス 鋼90 万 ト ン

以 ト ご川 延 に場 は 線 お よ び そ のIJII1:品 に ま で 及 ん で い る 。

3 IS  5、000 /j フ ラ ン の 増 資 で 資 本 金 は 日 億 フ ラ ン に な っ た 仁1956 年 の 粗 鋼

生 応 能 力 は90 万 ト ン で あ っ た が ， こ れ は デ でフ ェ ル ダ ン ジ ュ エ 場 に よ る も の で ，

こ のI".場 の 代 わ り に 新 た に 人 規 模 な ト ー マ スi 万場 が 建 設 さ れ,   1959 年 に 完 成 し

て い る 。　リ ュ メ ラ ン ジ ュ エ 場 は ㈹ト1 万場 で あ る 。

㈲　 シ ュ タ イ ン フ ォ ル ト 鉄 鋼 会 什 川aiils Fourneaux ft Acieries  de Stein-

沁 に 一一 ル ク セ ン ブ ル ク ）

こ の 会 社 も コ ッ ク リ ル の 卜 会 社 で あ る 。1931' 印 ）鉄 鋼 上 場 閉 鎖 以 来 ， そ の 生

産 は 化 学 製 品 に 集 中 し て い る 。

㈲　 原f ・ノJ研 究 シ ン ジ ヶ － ト(Svndical d ゛Etude de l 玉ner.sie Nucleaire)

コ ッ ク リ ル はド 」シ ン ジ ケ ー ト に 人 き く 参 与 し て い が ， ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル

お よ び そ の 他 の 多 数 の 会 社 も 同 時 に 参 与 し て い る 。

㈲　 多 数 の 鉄 鉱 山 お よ び 炭 坑 会 社

以I- コ ッ ク リ ル お よ び そ の 上 な る 卜 会 社 の 分 だ け で も 介 計 す る と ， 銑 鉄 生 産

能 力 は 約300 万 ト ン
， 粗 鋼 は 約330 万 ト ン 以 上 に 達 す る の で あ る 。 さ ら に プ ロ ヴ

ィ ダ ン ス に は ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル が 重 要 な 参 与 を し て お り ， 同 社 も コ ッ ク リ
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ル ・ コ ン ツ ェ ル ン の ー‥・部 と 号え ら れるト　 ま た ジ ョ ン・ コ ッ クリ ルと 補助r. 場

を 共 有 して い る エ スペ ラ ン ス・ ロ ン ド もl,.1 :jン ツ ェ ル ン の　・tトヒ みな され てい

る。 こ れ ら を 含 め れば コ ッ クリ ル・ コ ン ツしlコレン の 生 産 能 ノJは 銑 鉄 抑 ‥/j 1ヽ ン，

粗 鋼450 万 ト ン以 上 に 達 す る 。 さら に 原 料 か ら 加 に部 門 まで の 縦 断 的 な 祐 介も

形 成 し てお り， そ の 範 囲 は;レクセ ン ブ ル ク， フ ラ ン ス. ド イツ 等へ の びて いる

ので あ る っ

D　 以 ド主 とし てllandiishlall∠22 Juli 1955 お よ びCoittl。i・nidi Iroいand  Sl引Traii ・限・。ports

バ2 Jan. 1960, に よ る 。

割　Continf,taler  Eisenhandel. Mai 1957.

3)     Eco心mie  rりPolit 卯w. Mars 195S.

第5 節　ウーグレ・マリエ・コンツェルンの発艇と

その支配網の形成

ウーグレ・マリエ社は］835年にウーグレ炭坑製鉄(CharboiinaKt's el HaulsFourneaux

 d'Ougr副 の名称のドに創設された。すなわちすでにIfiO年以1- も

前から炭坑と製鉄所とが一つに結びついた会社だったのである。この公社には

前述したようにコックリルが:敗要な参加をしており，すでに■"l時から両者は緊

密な関係を保っていたI几

1892年にウーグレ製鉄会社(SocietC tie l丿'"abric|iK' dバvr d'O叩 七）と含併

し，ウーグレ社（Societe d'Ougree)　となった， ぼ)0年にはさらにマリエ炭坑

会社（Societe des Charbonnages des Marihayc) と介併して炭坑のI-.台を強化

し，ウーグレ・マリエ株式会社（s.Λ. d'OuKit-e-Marihuye）となった。この会

社はいわゆる旧ウーグレ社であって，第2 次人戦後にコックリル社と介併した

ものとは異なる。この旧ウーグレ社は第1 次大幟後，介万化の児地から次び川

社に分割，経営されることにになった。

(1) コフィナンデュス(CompaRnit,' I'inanc心c ct In（us［ielUレー　－Cofinin-
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山is)

こ の 会 什は 関係 会 社の 証 券を 所 有す る 純 然 た る持 株 ・ 金融 会社 で ， こ の 会社

はの ち に 述べ る 新 ウ ー グレ 社の 株式 を5 万 株( 過 半 数 ） 所 有 し てい る ， コ ック

リ ルと 介併 し た の はこ の 新 ウ ー グレ 社で あ る 。

コ ツ ィナ ンデ ュ ス は ロ ー ノワ 伯 爵 （Comte de Launoit/ の 所 有 に か か り ， こ

の 財 閥 の　濁 野ヽ を な し て い る 。ブ リ` ュ フ ィ ナ　(Ste de Bruxelles pour la Fi-nance

 eげIndustrie liriifina) も
同 グル ープ の 金 融 会社 であ る が ， 二の ブ リ

ュフ イナ は 新 ウ ー グ レ 社 の 株式1 万 株 を所 有 して い る 。 し か る に コ フ イナ ン デ

コ,スは 新 ウ ー グ レ 社 の5 万 株 の ほ か に ブ リ ュ フ イナ の13 万8,000 株 を 持 っ て い

る。 こ う し て ウ ー グ レ ・ グ ル ープ は ロ ー ノ ワ ・ グ ル ープ と 緊 密 な 関 係 を 結 び，

そ の　ー有要 部 門 と な っ てい る 。

コ ツ イ ナ ン デ ュ ス は さ ら に ロ ダ ン ジュ の4 万 株, サ ン ブ ル 製 鋼 鉱 山 会 社(St

吋cs Λck'ries ot Miniores d(.- la Sanib副 の5 万 株 も 所 有 し て い る 。 その 他

多くの 会社 や 銀 行 に も参 リ し てい る。

（I） ロ ダ ン ジュ 鉱 山 治 金 会 社(Sl むMiniei・e el Metal 1田・gique de Rodange)

所在 地 は ル ツセ ン ブ ル クで資 本 金 は2 億 ル クセ ンブ ル ク ・フ ラ ン ， 製 鋼 能力

は:≪)万 ト ン であ る
い

ドけ目よウ ー グ レ 社 と 共 回 で オ タ ン ジ ュ 鉱 山 会 社(St φdesMines

 (!'( 山川μC) に
参 与 し てい る。 なお こ れ には ジ ョ ン ・ コ ッ クリ ル社 お よ び

プ ロ ヴ ィダ ン ス社 も参 ソ し てい る(3 社 で3 分の1 ず つ 所 有）。

ロ ダ ン ジ ュ 社 は ア メ ル モ ン ＝ド マ リ 鉱 山 会 社(Ste des Mines d' Λmermont ・

）( Ill 111 a ry） に も参 与 して い る
い

(3) ウ ー グレ 貯 蓄 預 金会 社 （Sle (i'Epargne d de ）epots d'Oiigrむe)

国 り ）勅 令に よっ て つ く ら れ た 金 融 会 礼 であ る 。

圃　 ウ ー グレ ・マ リ エ 株 式 会 社 （S. Λ. d'Ougr 匹Marihaye ）

い わ ゆる 新ウ ー グレ 社 で ， ベ ル ギ ー 国 内 の 鉱山 とr. 場 と を引 き継 い だ 。 そ し

て1935 ～36 年 に モ ン ツ ー・ シュ ル ・ サ ンブ ル工 場 を フ ォ ン テ ー ヌ ＝レ ペ ッ グ

（l*'ontaine-川でv収m' ） と 合 併 さ せ ， サ ンブ）レ製 鋼 鉱 山 会 社 を 卯」設 し た。 こ の 会

社 の 株式5 万抹 は す で に 述 べ た よ う に コ フ イナ ン デュ スの 所 有 に 属 す る が， 新
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ウ ー グレ 社 も また こ の 会社 に 人 きく 参 リ し てい る，

こ の 新 ウ ー グレ 社 は リ エ ー ジ ュ に ほ ど 近 い ウ ー－グレ に 本拠 が あ る ベ ルギ ‥ 殼

大の 一一貫 会社 の 一つ で ， 同 国 銑 鉄 生 産 の 約17 ％, 粗 鋼 生 産の 約20  % を占 め, 欧

州 大陸 最 人の 帯 鋼 メ ーカ ーで あ る ，

同 社 の 株式 資 本は15 億 ベ ルギ ー ・ フ ラ ン.   30万 株 で， この う ち ド ブ株か ブリ

ュ フ ィ ナ，J 万株 が コ フ イナ ン デ ュ スの 所 有 に 属 す る　 す な わ ら 令 体の20  % が

コ ン ト ・ ド・ ロ ー ノ ワ・ グ ルー プ に 属 し て い る。

ウ ー グ レエ 場 の 主な る 設 備 は,   1 高 炉 工 場 （ 高炉7 堪I, レド炉i; 場If- 炉6

基， 各25 ト ン な い し35 ト ン ハ　1 電 気 製 鋼 所 （竃 気 炉2  基，8 ト ン お よ び1

ト ン)， ！ ト ーマ ス 工場 （転 炉6 基,   各18 ト ン). コ ー ク ス「。場 ， 川 延 に場 冷か

あ る-   1951年 には 厚 板 工 場 お よ び 連 続 式 広 幅 スト リ ップI し場 の 建 設に 杵r・し，

こ れ を完 成 さ せ た。 さ ら に ウ ー グレ に は100 万 ト ン の 製 鋼 能 ノ)に 適 応 し た 規模

の加 工 工 場 ， セ メ ン トt; 場 ， タ ー ルr. 場， 硫 酸， 煉 瓦 等 の 副 産物 に場 ， 橋梁建

築 工場 ， 鋳 物 工 場 ， ブ リ キ製 造 工 場 冷 かあ る

国 内 に炭 坑 お よ び石 灰 石採 棚 場 を 持 ち， フ ラ ン スの 鉄 鉱山 に も 関係 を持 って

い る。

ウ ー グ レ ・ グ ル ープ には 前述 の 諸 会 社 の ほ か に ウ ー グ レ 社 心 属 の 支配 会社が

あ り， そ れら は当 然 コ ッ クリ ル ・ウ ーグ レ 介 同 体 に 引 き 継 が れ た。

ペ サ ンブ ル製 鋼 鉱 山 会 社

す で に述 べ た とお り， コフ ィナ ン デ ュ スが 同 社 の 株式5 万 株 を 所 有 して いシ1936

年 に 現 イ＼ミの 名称 に な っ た が ， 元 来 は こ れ よ り 圃O 年 前 に モ ン ツ ー－ニベ イ

モ ン 製鉄 （Hauts Fourneaux de Monccau 心lyemoiu) のr, で 創 ふ.さ れ た几 資 本

金 は4 億 ベ ル ギ ー ・フ ラ ン， 株 式 は17 万4,019 株 （無 額 面 ） で あ る 。

生 産 能 力 は 製鋼30 万 ト ン， 特 殊 銑 鉄7 万 ト ン ， 四 つ の 炭坑 と　・つ の鉄 鉱 山 と

を 所 有 し てい る。 圧 延 品 は 人 体 ウ ー グレ と 同 様 でヽあ る が， そ の ほ か に帯 鋼, 冷

間 圧 延形 鋼 等 を 製造 して い る ，

iに テ ィ ＝ル ＝シ ャ ト ー ・ エ ・ マ ル シ ネ ル 鉄 鋼 会 社(Hauls ! ・'( 川'lU'lUlN.F'Vjrges

 & Λcieries dc Thy-lc-Ch 飢（aii &  Mar（in（引c s. Λ。. Mai・（'in【ヽ】＼v）
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1891 年 に 創 ンヽ，ft 本 金 は3 億 仁000 万 ベ ル ギ ー ・ フ ラ ン （ 無 額 面 株12 万6.000

昧ト1955 年 現 在 の 牛コ砥 能 ノ]は 銑 鉄36 万 ト ン ， 粗 鋼35 万 ト ン で ， 圧 延 工 場 ，

コ ー ク スr. 場 等 を 持 っ て い る　 活 発 な 近 代 化 計 画 を 遂 行 し て おi), 生 産 能 力 は

そ の 後 さ ら に 拡 人 さ れ て い る ， ま た 鉄 鉱 山 お よ び 炭 坑 も 支 配 し て い る 。

削 。 ム ヽ- ズ 鋼 竹 心sincs  a Tubes de la Meuse;

こ の 会 社 に ウ ― グ レ は22 ％ 参 与 し て お り ， ま た コ ッ ク リ ル 社 も 大 き く 参 加 し

て い る 。 こ の 会 社 は フ ラ ン ス の エ ス コ ー ・ エ ・ ム ー ス 社 （Ste Escaut et Meuse,

ド ・ ヴ ァ ン デ ル ・ グ ル ー プ ） と も 結 び つ い て い る 。

19 同 年 に 印」立 さ れ た が ， そ の 起 源 は 占 く.   1870 年 に 早 く も そ の 鋳 造 工 場 が ベ

ル ギ ー 最 初 の 熔 接 竹 生 産 を 始 め て い る 。 そ し て 同 社 は ベ ル ギ ー唯 一一の 各 種 鋼 管

の 生 産 会 社 と な っ た 。1955 年 現 在 年 間 約15 万 ト ン の 鋼 管 を 生 産 す る 。 資 本 金 は2

億 ベ ル ギ ー ・ フ ラ ン で あ る卜

IV  . シェ ー ル 裂 鉄 （Ste  (Ifs Hauls I'"()uriicaux de la Chiers)

こ の 勁 社 は パ リ に 本 拠 が あ る フ ラ ン ス の 会 社 で,  f 」立 は1881 年 で あ る っ ウ ー

グ レ 社 は こ の 会 社 に25 ％ の 資 本 参 加 を し て い る 。 こ の ほ か に コ フ イ ナ ン デ ュ ス

の 持 株20 ％, お よ び ブ リ ユ フ ィ ナ の 持 株4  ％ と 併 せ れ ば 同 社 に 対 す る ウ ー グ レ

の 支 配 ノJは 故 だ 人 き く な る,／I けi コ ワ イナ ン デ ュ ス ・ ウ ー グ レ ・ グ ル ー プ は ，

シェ ー ル の ・K役 の ポ ス ト10 の う ら3 を 占 め て い る 八 こ の ほ か イ ン ド シ ナ 銀 行

ロ ラ ン スト 等 多 数 の 公 社 が 回 社 に 関 係 し て い る 。

回 什 は 自 分 の 鉄 鉱 山 を 持 っ て い る ほ か に フ ラ ン ス お よ び ル ク セ ン ブ ル ク の 多

数 の 鉱 山 に 参 り七 て い る
い

ま た ベ ル ギ ー の 炭 坑 会 社 セ ー ブ リ ュ ー ジ ュ ・ コ ー ク

ス 会 什(Sic 川"ours
 a Coke  (If Zei'brugge)　

に も 咎'j- し.  必 要 な コ ー ク ス を 調

達 し て い る 。 石 灰 石 の 山 も 所 打 し て い る
い

製 鋼 量 は60 万 ト ン 以 七　 鉄 鉱 石 生 産

は 約70  万 ト ン で あ る 。

シ ェ ー ル は フ ラ ン ス の シ デ シ ャ ー ル い　(Sidoi'ut・gique de 巳卜ticipatioii etJ

’ApprovisioiiiUMiieiit vn Chafl ）on. Paris 一SIDECllAR ） に 参 与 し て い る の で ，:j

ツ グ リ ル ・ ウ ー グ レ 介 同 体 は こ の 会 社 を 通 じ て シ デ シ ャ ー ル に 参 加 し て い る

わけ で ， そ の た め シェ ー ル は コ ッ タ リ ル ・ ウ ー グ レ ・ グ ル ー プ の 重 要 な 一 環 を
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なしてい る。 シデシャールはド イツ最人の炭坑2; 社の　・つ ハルペン炭坑

田arpener Bergbau A. G.）を支配している。

V   .　その他ウーグレの支配網はさらに広くのびている∧iモとして鉄r.山およ

び炭坑の支配に関係しているが，たいていの場介他の原料会社群と片ドに て参

与している‰

ウーグレ・マリエ・コンツェルンはウーグレ・マリエ杜とその兄弟公社およ

び直属の重要子会社の分だけで，その生産能力は銑鉄，粗鋼ともそれぞれ3()()

万トン以上に達する巨大コンツェルンである∧計算に入らない多数のf・会社お

よび間接的支配下にある会社を含めると，その支配力はさらに)M.大なはになる

またその支配網はベルギー・ルクセンブルクのみならず，フランスやドイツ

にも伸びており，ド・ヴァンデル等の国際的コンツェルンとも関係を保ってい

るのである。

このようにウーグレ・マリエはコックリルと並んでベルギー鉄鋼業をほとん

ど二分している重要なグループであった，

1) 以 ト 主 と し てHandelsblatt.  22  Jiili］955, Conlinenlal /ron and Sled   Trade・Re 加rls・12

 Jan. 1960.  1二よ る ，

2)     Metal Bulletin, March 1956.

3）Ibid.

4)     Eco回mie  el Politiqtie,No. S 玉195-1.  p. 2ir>,

5) シ デ シャ ー ルお よ び ハ ル ペ ン炭 坑 に つ い て は 拙 柘ド フ ラ ン ス鉄 鋼 裳と ルー ルお

よ び ザ ー ル」『名 城 大 学r 重I ミ業研 究 』 第6  'J-, 山 田 の 筆y, に よ る ） お よび リm 欧

国際 重工 業 コ ン ツェ ル ンの 発展 」『r政 経/J 誌』 第'l7り,   48り 参川卜

剛　Usiiu  Nouvelle. 24 強v. 1955, 参 照 。
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第6 節　コックリル・ウーグレ合同体の国際的支配の現状

ベルギー最人,  最占の鉄鋼会社, ジョン・コックリルとウーグレ ，マリエは

介同レて，フェルブラテリレとともに，1955年6 月27日にコックリル・ウーグ

レ社 ぺ Λ. Cockerill。O以ree, Ser出回　を創設したっ彼らの人株主はコックリ

ルではソシエテ・ジェネラルで20 ％, ウーグレ・マリエではブリュフ イナおよ

びコフイナンデュスを介むローノワ財閥の3 融資会社で20 ％, フエルブラテ イ

ルではコックリルが56 ％を所有レ ていた。

新公社コックリル・ウーグレの株式は138 万株で，そのうち63万株はコック

リルの|目株iモに1 対1 の割介で,   63万株はウーグレの旧株主に2 対3 の割合で，12

 )j株はフェルブラテリレの旧株主に5 対3 の割合で割り当てられたl≒

コックリルおよびウーグレはそれぞれ「]額にのぽる近代化のための投資を行

っていた,. ㈹者の介同はこの投資をより容易に，より合理的に遂行させること

を日」'能にし，生産能力を著しく増人させ， また設備の効率的な使用により生産

性をi-.婬させることによって，より収益を増加させることができる。こうして，

広人な中ご の自山巾場を実現した石炭鉄鋼共回体の中で他の加盟国の欠コンツj

コレンとの競争に負けないだけの実力を持=つことが可能になる。

これが肉汁の俘川の目的だが，この介同運動を強くおし進めたのは彼らの背

㈲こあるソシエテ・ジェネラルとコント・ド・ローノワ・グループであると考

えられる几 すなわちソシエテ・ジェ ネラルはコックリルをはじめとして，ベ

ルギー第3 の人:鉄鋼会社プロヴィダンス，共同体最大の鉄鋼会社であるルクセ

ンブルクのアルベッドその他の大株主であり，またローノワも同じくアルペッ

ドその他の重 に業企業の人株上であるため，コックリルとウーグレの介同は，I'm

鉄鋼准界において服要な役割を果たしている大金融資本間の利益協定の結

果であり，欧州共同巾場における協働をめざすものであると考えられるのであ

る。
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表10- 9　 ベルギ ー鉄鋼企業 粗鋼生産

・1・　コ ■/ クI卜iレ・ ウ ー グ レ

2　 エ ノー= サ ン ブ ル

3・　プ ロ ヴf ダン ス

4　 テ ィ- ル ＝シ ャ ト ー一

価　 エ スベラン ス・ロンド,[-!s[)cranct］．nnμ卜?!6

・　クラ ベ ッ ク(Clabfrq)

出所:195 伺-はぺ・エヌ・ス
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この合同によってできた新会社コックリル・ウーグレは，ひじょ'";に人規模

な水平的・垂直的集中を実現した，この新会社は炭坑, 鉄鉱山,    ロータスi;場，

製鉄鋼工場，圧延工場，線材L 場，機械r.場，造船所，セメント に場等を所行

する，合併当時の従業員は約4 万5,000 人で，年間売i-.鳥は!()( 億ベ ルギー－・フ

ランに上っている几

コックリル・ウーグレ社の1959年の粗鋼生産は204 万トンに達した こ れは

ペルギー粗鋼生産全体(634 万トンj の約3 分の1 に肖たる。ベルギー$ 鋼企

業の粗鋼生産は表10- 9 のとおりである。

上位5 社まではコックリル・ウーグレ・コンツェルンに属するものであり，

結局ベルギー鉄鋼業はほとんど完全に同コンツェルンの 乞配を受けているので

ある。

しかし実際には新合同体の影響力はさらにはるかに人きい。すなわちその関

係は国際的にも拡大しており，川コンツェルンのルクセンブルクおよびフラン

スにおける関係主要会社の生産能力ははっきりわかっているだけでも，銑鉄640

万トン以上，粗鋼750 万トン以1ことい引尨人な規模に達しているのであふ‥，

また所有あるいは支配する鉄鉱山および炭坑もベルギー以外にルクセンブルク・

フランス，ドイツ等の近隣川 柏こ多数存在する。
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エ ノ ク'J ル ・ ウ ー グ レ ・ コ ン ツ ェ ル ン は 鉄 鋼 部 門 の み な ら ず ， 原 料 か ら 加 工

部 門 ま で 集 申 し て い る が ， 回 コ ン ツ ェ ル ン が さ ら に 人 規 模 な ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ

ラ ル お よ び ロ ー－ノ ワ 伯 爵 家 の く 人 コ ン ツ ェ ル ン の 傘 下 に 入 っ て い る こ と に よ っ

て ， そ の 服j: 業 コ ン ツ ェ ル ン と し て の 厚 み は さ ら に は る か に 大 き く な っ て い る 。

な か で も ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ ラ ル は 銀 行 ， 炭 坑 ， 鉄 鋼. 機 械 ， 非 鉄 金 属 ， 繊 維 ，

化 学, 石 油 ， 七 メ ン ト ， ガ ラ ス ， 電 気 ， 輸 送 等 広 大 な 分 野 に お い て 支 配 力 を ふ

る っ て お り ， ベ ル ギ ー 領 コ ン ゴ の 経 済 も ユ ニ オ ン ・ ミ ニ エ ー ル ・ デ ュ ・ オ ー ・

カ タ ン ガ 社 を 通 じ て 支 配 し て い る 。 ベ ル ギ ー 経 済 は ほ と ん ど ソ シ エ テ ・ ジ ェ ネ

ラ ル に よ っ て 動 か さ れ て い る と い っ て も 過 言 で は な い 。

コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ ・ コ ン ツ ェ ル ン は ， こ と に フ ラ ン ス の 代 表 的 重 工 業 コ

ン ツ ェ ル ン と ひ じ ょ う に 緊 密 な 関 係 を 結 ん で い る 。 フ ラ ン ス の ロ ス チ ャ イ ル ド

銀 行 は シ ュ ナ イ ダ ー ・ コ ン ツ ェ ル ン 等 重 工 業 関 係 の コ ン ツ ェ ル ン と 密 接 な 関 係

を 持 っ て い る の で あ る が ， こ の ロ ス チ ャ イ ル ド 銀 行 が ジ ョ ン ・ コ ッ ク リ ル お よ

び プ ロ ヴ ずダ ン ス と も 関 係 を 結 ん で お り ， こ の 両 社 に 対 し て ロ ス チ ャ イ ル ド の

代 表 を 孔 役 に 出 し て い た 。 ま た フ ラ ン ス 重 工 業 に 大 き な 支 配 力 を 有 す る パ リ ・

オ ラ ン ダ 銀 行 むも コ ッ ク リ ル に 重 役 を 派 遣 し て い た 。

ま た 金 融 会 社 を 通 じ て の み な ら ず ， 両 国 の 重v. 業 コ ン ツ ェ ル ン 自 身 相 互 に 直

接 関 係 し て い る 。 す な わ ち シ ュ ナ イ ダ ー の 系 列 会 社 で あ る ル ク セ ン ブ ル ク の ア

ル ベ ッ ド に は ， 前 述 の よ う に コ ッ ク リ ル お よ び ソ シ エ テ ・ ジ ネ ラ ル も 参 与 し て

い る 。 そ し て ア ル ベ ッ ド は そ れ 自 身 げ 人 な 国 際 的 重 工 業 コ ン ツ ェ ル ン を 形 成 し

て い る の で あ る
い

ま た コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ が 参 与 し て い る ア デf  ― ル も ， フ

ラ ン スの シ デ ロ ー ル ・ グ ル ー プ の 支 配 ド に あ る ル クセ ン ブ ル ク の 会 社 で あ る 。

・万 コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ の 了・会 社 で あ る ム ー ス 鋼 管 会 社 は ， フ ラ ン ス の

ド ・ ヴ ァ ン デ ル ・ ク ル ー ゾ の 中 の 重 要 な 持 株 会 社 で あ る エ ス コ ー ・ エ ・ ム ー ス

と も 結 び つ い て い る 。 コ ッ ク リ ル ・ ウ ー グ レ ・ コ ン ツ ェ ル ン の 一一員 プ ロ ヴ ィ ダ

ン ス は そ の 活 動 の 約 乍 分 を フ ラ ン ス で 行 っ て い る し ， ま た 同 コ ン ツ ェ ル ン は フ

ラ ン ス に あ る 鉄 鋼 会 什 シェ ー ル に 強 力 な 参 与 を 行 っ て お り ， フ ラ ン ス の 諸 鉄 鉱

山 ， モ ロ ッ コ の 北 ア フ リ カ 炭 坑 会 社 （Chai ・bonnagcs nord-africaines ） 等 に も 参
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加している。

フランスおよびベルギーの服七業コンツェルンはこのようにして強力に泌透

し，結合しあっている。そして彼らは 一体となって国際的な　つ の有機的屯r.

業独占体組織を形成している5レ，この人規模な国際的げ人資本の連 介体はフラ

ンスおよびベルギー・ルクセンブルクの鉄鉱山,   炭坑（ただしフランスの炭坑

は第2 次大戦後ほとんど国有化されているため除外), 鉄鋼某のはとんと々 部

を支配し，機械工業にも強力に進出している。

こうした大資本間の国際的結合関係の一つの現われは1960年に明らかにされ

たベルギーの大規模な新製鋼所の建設計測である。これはベルギーのガン巾と

オランダのテルネーゼン港 けerneuzen) とを結ぶ運河沿いに年産粗鋼200 万

トンないし250万トンの 一貫工場を建設しようとするものであり，将来は500万

トンないし600 万トンまで拡大が考えられていた，この計画にはベルギーのコ

ックリル・ウーグレ，ルクセンブルクのアルペッド，フラン スのシュナイ

ダー・クルーソー，クニュタンジュ，ノルマシティの各社が参加している6∇

いずれも前述のように緊密な資本的結合関係にあるもの同 士で，こうした3 カ

国にまたがる協力計画が作成されることもしごく自然であるといえる

さらにこの国際的重工業グループはフランス，ベルギー，ルクセンブルクの

国内のみならず，近隣諸国および海外にも広く支配と結介の予をひろげてお・),

世界の重工業において一一一つの重要な支配的勢力となっているのである，

1)　じsine N・四veile, 24 Fev・. 1955.

2)     Conlinenta□ton and Steel Tra面RelKirts. 12 Jan. I960.

3)     Economie el I'oh㈲lie. Mars 1955.

4) 第6 章参照。

5) フラン スの重 工業コ ンツェ ルンについては，拙 柚「フラン ス心 に衷の再編成と

近代化」 東洋人学 『経 済経営 論集』 第7  り,「 西欧 国際>t  Iト業コ ンツ 」コレンの 発

展」『政経ノi誌』 第AT廿,   48'/等を参照。

励　Mutal Bulletin. 15 Nov. 1960. American Melal Marlぺ3( 　Nov. 1960。
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本書はすでに発夫した拙稿に新たに手を加えてー一書にまとめたものである。

各やの初出論文は次のとおりである。

第1 吟　　 産業吊:命前におけるフランス製鉄業の発展

刺羊大学『経済経営論集』第51号,   1968年。

第2  び　　1卵t・紀前半におけるフランス近代製鉄業の確立　　 木炭から石炭へ

の転換と生産費の構成及びフランス政府の産業政策の影響一

帽羊大学経済経営研究所『研究報告　1968 年版』1969年。

第3 卓　　19ltl:紀前仏こおけるフランス重工業企業と工業金融の発展

束洋大学『経済経営論集』第52号,   1969年。

第4  低　　19世紀前仏こおけるフランスの鉄道と大資本の形成

販洋大学『経済経営論集』第72号,   1974年。

第5>;^　　19111;紀後仏こおけるフランス鉄鋼業の発展一 企業集中運動と近代

的人企業の成 ＼'/;一一

巾:洋犬学『経済経営論集』第55号.   1970年。

第（いヤ　　フランス金融資本の形成一 第2 帝政期を中心とした鉄道，重工業，

銀行の発艇-一一

束洋人学『経済経営論集』第76号,   1975年。

第7  ぴ　　 国際的重工業コンツェルンとしてのSchneider Group の史的発展

牡洋人学『経済経営論集』第7 号, igs びに

第8 章　　 フランスの国際的重工業コンツェルン，ド・ヴァンデル　　その歴

史的発展と独占的支配の現状- ぺ川2)

㈲ 皿 と』獄U ㈹ 号,   1958年。

第9 章　　西欧の典型的な国際的重工業コンツェルン　ARBED
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『政経月誌』第54 リ・, I9r)㈲≒

第10章　　ベルギーの国際的金融資本ソシエテ・ジよネラルとその傘ドの嘔i:

業コンツェルン，コックリル・ウーグレ　一一その歴史的発展の研究

犬1)(2)

軋羊大学 経゙済経営論集』第22 り・，第2:Vり，i9(ii年

3  ー□ッパ鉄鋼業の生成の歴史をたとし てみると，原始的な状態からしだい

に近代的な大企業が発展していく過程で，技術的，経済的，社会的，そして政

治的諸問題に真摯に取り組んだ企業人の苫闘が，今日のヨーロッパ経済の雌礎

を築き上げたことがわかる。時代の流れの中で次々に起こる新しい事態に対処

し，問題を解決するためのさまざまな工夫が，新しい技術，人規模な経営。近

代的な経済金融機構，より複雑な企業間組織を生み出していっ牡 そして鉄鋼

企業の活動は早くから資本の要請の赴くままに，炭坑業. 鉄鉱山, 機械 ＼じ訂等

の関連産業にも拡大し，また国家の枠を越えた国|祭的支配網，連携関係ぞっく

り上げていった。欧什|石炭鉄鋼共同体(ECSC) 成;/.以前に, 産業の実体にお

いては，すでに早くから国家を超えた活動が，必然的に追求されてきていたの

である。

ヨーロッパ最初の経済統合体である欧州石炭鉄鋼共川体は，官僚や政治家冷

の単なる机上の産物ではなく，長い歴史的発展の中で形成されてきた ≒ト- ロ

ッパ鉄鋼業」という，ある意味で 一つの有機体とでも言えるものが存在してい

たことが，その成立の前提となっていたと言うことができよう，本(1において

は，第2 次世界大戦直後の時期までについて検討したが，その後の発艇につい

てはに 前掲拙著｛欧州鉄鋼業の集中と独,>り に連続することになる。なお殼近

に至るまでのヨーロッパ鉄鋼業およびECSC の発展については引き続き研究を

一書にまとめたいと思っている。
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